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■ ｢ちょっと名大史｣は､学内外にある名古屋大学関連の記念物(記念碑　記念樹･

記念建物など)を中心に取り上げて名古屋大学の歴史を紹介するもので､ 2002年

5月から名古屋大学の広報誌r名大トピックス』の裏表紙に連載されています｡

この冊子【ま､これまでに掲載された｢ちょっと名大史｣ (第1号から第83号まで)

をまとめて再録しました｡

学内外にある記念物など本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報を

お持ちの方は､大学文書資料室(052-789-2046､ nua_offlCe@cc nagoya-u aC JP)

までご連絡くださるようお願いいたしますo
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①香菜園と愛知医科大学予科歌碑

戦前にあった愛知医科大学(1920-1931)は現医学部の前身ですが､この大学には4年間の学部本科とは別に､ 3

年間の｢予科｣がありました｡戦前は､語学や基礎教養(リベラルアーツ)を旧制高等学校･専門学校などで学ん

でから大学に行きましたが､この愛知医科大学予科もこれに相当します｡

香菜園(かぐの　このみの　その)は､愛知医科大学予科の同窓会｢橘会｣の設立五周年を記念して1982年に竣

工､名古屋大学に寄贈されました｡園の名称は歌碑の両側に植えられている橘が､非時香菓(ときじくのかぐの

このみ)と別称されていることに由来します｡歌碑に記されている愛知医科大学予科の校歌｢源措き｣はつぎの通

りです｡

鳴胡褐輝ゑ鵜由久挽 
呼碑泉高く鳥禽紫上逸れ婦 
捷島村金星のが旬のの栄碕 
男く如城計丸虎ふ鳥竣あさ 
札鴫のの名峰の丸気侭る裾 
のJ)郎朝礼と敏の救仲且叫 
暗線碕風ずLnjlるざ十の 
のるくにヤ7L=ヒつ阜 

碓ごつ 

ら 

▲碑と庭園　全景

(名大トピックス　NolO8　2002年5月31日発行)
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②渡選龍聖名古屋高等商業学校初代校長の胸像

名古屋高等商業学校(名高商)は硯経済学部の前身枚で､ 1920年に設置されました｡初代校長渡遊龍聖氏は帝国

大学文学部を卒業､東京音楽学校校長･小樽高等商業学校校長を歴任後､ 1921年11月名高商校長に就任､ 1935年ま

での14年間の長きに渡って校長を務めました｡全国で六番目の高等商業学校が名古屋に創られたのは､氏の助言に

よるとも言い伝えられています｡専門は倫理学で､著書に『乾甫式辞集』などがあります｡

｢学生は学生らしくあること｣ ｢学生は学生の本分をわする,な｣という二大信条､ ｢学校は家庭の延長なり｣ ｢学

校は生徒の健康保護所なり｣という二大要望を氏は掲げ､名高商教育の柱としました｡専攻が倫理学でもあるため

か､氏の教育観はこのように人格主義ではありましたが､一方で実践･実用を重んじたか)キュラム編成も行って

いましたo名高商の校風は氏はよって創られたといっても過言ではなく､辞任後も名高商にその影響は強く残った

ようです｡

胸像は1938年に完成､同年5月15日に除幕式が行われていますが､戦時中に軍事供出されてしまいました｡その

後名高商創立60周年を記念して1980年10月に､同窓会｢キタン会｣によって新しい胸像が再び建てられました｡た

だ裏面の銘板は戦前当時のものです｡

(名大トピックス　NolO9　2002年6月30日発行)
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③第八高等学校の正門

この連載第1回(No.108)でご紹介しましたように､戦前は旧制高等学校で語学や基礎教養(リベラルアーツ)

を学んでから大学に進みましたが､第八高等学校(八高)は､文字通り全国で八番目の旧制高等学校として1908年

に創設されました｡そのため､名古屋帝国大学(名帝大)が出来た1939年当初は､名帝大とは全く別の高等教育機

関でしたが､ 1949年新制大学発足の際に名古屋大学に包括され､名古屋大学分校(旧教養部)となりました｡なお､

番号を校名に冠する旧制高等学校(ナンバースクール)はこの八高が最後です(八高以降1919年から新たに設置さ

れた旧制高等学校は､松本高等学校などのように地域名を冠しています)o

創立当初は愛知県立第一中学校校舎跡地(中区丸の内三丁目2番､現東海郵政局付近)を一時利用していました

が､翌1909年に現在の名古屋市立大学経済学酔人文社会学部キャンパス(瑞穂区瑞穂町山の畑1)の地に移転し

ました｡写真の正門もその時に建てられたもので､左右に脇門をもつ門柱･赤煉瓦と花尚岩との紅白の横縞模様の

角柱と袖塀･鉄製門扉･門柱上の電飾燈などは､明治後期の様式の特色を伝えています｡ 1970年に博物館明治村

(愛知県犬山市内山1)に移設され､明治村正門として現存しています｡

●1田 

F?雷 ��

忘姦藍70% 
- 

▲満子商店街街燈

ハ高正門門柱を摸す満子商店街振興
組合(所在　元子市バス停付近)

▲滝子商店街街燈

(名大トピックス　NollO　2002年8月19日発行)
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④ ｢岡崎高等師範学校跡｣記念碑

1949年に新制名古屋大学が発足した際､名大に包括された旧制学校の一つに剛有高等師範学校がありますo岡崎

高師は､戦時体制下にあって科学技術者の動員を計画した国策に沿う形で､理科系の中等教員養成を目的として1945

年4月に設置されました｡

岡崎高師は､その名のとおり､剛穿市内(市立工業学校跡鮎現在の愛知教育大学附属岡崎中学校地)に創立さ

れましたが､第1回入学式直前の7月19日深夜の岡崎市空襲により､すべての校舎を焼失した状態で8月15日の終

戦を迎えていますoその後､同校は市内針崎町の勝塞寺内に生徒宿舎(振風寮)を設け､三菱重工業針崎工場青年

学校を仮校舎として本格的な教育活動を開始するとともに､本格的な移転先の検討を進めましたo

その結果､岡崎高師は12月に豊川市内の旧海軍工廠工員養成所(現在の県立豊川工業高等学校地)に､また振風

寮も同じ工員養成所の寄宿舎(現在の豊川市文化会館､市立代田小学校地)に移転しましたD写真の記念碑は､岡

崎高師創立30周年を記念して同校の同窓会｢費明会｣によって設置が計画され､豊川市文化会館前庭に1980年6月

に建立されました.碑文は､岡崎高師初代校長を務めた水野敏雄の揮竃ですo

岡崎高師は､新制名大へ包括された際に｢名古屋大学剛奇高等師範学校｣となり､そこには名大豊川分校(旧教

養部)が併置されましたo 1952年3月､剛有高師は第4回卒業式の後に閉校式も挙行され､わずか7年間の枚史に

幕を閉じました｡なお､岡崎高師の閉校にともなって名大豊川分校は名古屋市内の名大瑞穂分校に統合され､名古

屋大学分校(旧教養部)となりました｡

(名大トピックス　No111 2002年9月13E】発行)
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⑤名古屋県仮医学校･仮病院跡

名古屋大学の源流は､医学部の前身となっている1871年8月開設の名古屋県仮医学校･仮病院にまで遡りますo

仮病院は､名古屋城の南外堀のほぼ中央に架かる本町橋の南東にあった旧名古屋藩の評定所跡地に､仮医学校もそ

の西側､本町通りを挟んで向かい側にあった､同じく旧名古屋藩の名古屋町奉行所跡地に設けられましたo

開国前後にコレラなど､諸外国からもたらされたと思われる伝染病が頻繁に発生し､その対策医療が明治新政府

の重要な政策課題のひとつとなっていましたo名古屋城-名古屋県庁の南すぐ近く､旧評定所･旧町奉行所という

旧藩政の重要な行政機関の跡地に､仮医学校･仮病院が設置されたことは､いかに明治新政府-名古屋県が医療政

策を重要視していたかということを思いうかがわせます｡

仮病院は半年後の翌年2月にいったん廃止され､仮医学校の方も同年8月の学制変革により廃校に及んだとされ

ています｡しかしこれは名古屋県の行政改革上の一時措置であったらしく､同年8月には仮医学校職員らの有志に

ょり｢義病院｣の名称で同じ場所で再開されました｡ただこの義病院は財政難から､翌1873年2月にはまたもや閉

院になったとされていますo

現在は､仮病院跡地が愛知県産業貿易館本館(名古屋市中区丸の内三丁目)に､仮医学校跡地が同会館西館(同

丸の内二丁目)になっていますo

▲愛知県産業貿易館

(名大トピックス　Nol12　2002年10月15日発行)
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⑥仮病院(愛知県病院) ･医学講習場跡

前号(連載第5回)で紹介した｢義病院｣の閉院3カ月後の1873年5月､愛知県は西本願寺掛所(別院)に仮病

院(1875年1月以降､愛知県病院)を復興しました｡義病院が財政難から閉院に至った教訓を活かし､今回の病院

復興に際しては財源面･人事面ともに全面的な民間依存策が採られました.その結果､本願寺派(西本願寺) ･大

谷派(東本願寺) ･高田派のいわゆる真宗三派では信徒からの喜捨を募って､ 5万円もの巨額を拠出しています｡

仮病院には､ドイツ系アメリカ人医師ヨングハンスが雇われていました｡彼は､本学の歴史上最初の外国人教師

です｡当時､愛知県下では医師の約8割が漢方医であった状況において､彼は県下の医師に対して､自らの診療公

開や死体解剖の実演等を行って西洋医学の啓蒙･普及に貢献しました｡また彼は､ 1874年に日本初といわれる皮膚

移植手術も行っています｡

病院復興の翌1874年11月には病院内に医学講習場も設けられました｡そこではヨングハンスが英語による医学教

育を行っています｡彼の生理学の講義録(口語訳) 『原生要論』 (1876年刊)は､本学附属図書館医学部分館に残さ

れています｡

このように仮病院(愛知県病院) ･医学講習場は､本学医学部前身の一つとして､当時の西洋医学受容の尖端的

拠点ともいえる場所でした｡現在の西本願寺別院境内(名古屋市中区門前町1)にあたりますo

愛知医学校地(lF_本職寺別院)判的し.～-へl八七川)この他'内本

九㌧.n:;∵　∵　1.･==7　J.-.i,-部の･f=身である供･:JI絹Merが設tfされ'1&･,1研究の兜俳か,なした｡そり絶､明的-･T(,八｣と)朋川純の人-崎に捗り,愛知鵬寸降"7･;1門=]1校と改執りLL,JI

.ハ　いてJ--　r-､し.叫､･■;　;

7校は､小351枚旅に新3#捗如し火爪九勺二九二C)愛知慢村人2>　(批正)に=柄,岬柵･ハ咋二九　　)戟-;Ii以桝科人iLl　(川>.)･JLで彬邪され　岬凧-Mv-二九　九)戟-;
3;仲川人IAt搾･.I-部､慨指針-;r･r人

A.Lh佐･.i戯となった｡

>=古.i山f=巾(,･.I;..A.:

(名大トピックス　No113　2002年11月8日発行)

▲西本願寺別院

▲西本願寺掛所(『愛知県写真帳』 1910年より)
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⑦愛知県立医学専門学校跡

前号(連載第6回)でも紹介しましたように｢愛知県病院･医学講習場(公立医学所)｣は1873年5月に西本願

寺掛所(別院)で復興しましたが､約4年後の1877年7月に､当時の名古屋町域の西端を流れていた堀川の東岸､

天王崎町にあった旧名古屋藩士千賀家の屋敷跡地(現中区栄一丁目)に移転しました｡前の西本願寺も当時の名古

屋の南端にあたっており､最初の名古屋城正門の真向かいにあった時と比べ､不便な位置に移されたことになりま

すo　これは当時の病院に対する忌避意識､すなわち｢伝染病がうつるのではないか｣という一般人の恐怖感･忌避

感に押されて､名古屋の町のはずれに建てられたと思われます｡

しかし､この移転によってはじめて､新築の医療と医療教育専門の専門施設が建てられました(それまでは既存

の建物を修築して利用していました)｡約五千七百坪の敷地の正面に病院診療棟1棟､北に医学校舎としてコの字

形の教場棟1棟と塾舎4棟､その南に翼状の病棟3棟が並ぶ､当時としては立派な疑似洋風建築でした｡

移転後はじめの約7ケ月間は､学校は休講措置をとっていましたが､翌1878年2月に学校の新規則が制定された

のをうけ､再び開校されましたoそして同年4月公立医学校と改称､それまでは病院の付属施設でしたが､ここに

おいて独立した機関となりました｡さらに1879年にはそれまでの中等教育機関から高等教育機関である｢専門学校｣

に格上げされ､ 1903年3月には愛知県立医学専門学校と改称されました｡そして1914年3月に現名古屋大学医学部

鶴舞キャンパスに移転するまでの約37年間､この地で医療教育と医療活動を続けました｡

名古屋ホ教育委員会

帝阿大y陳学部
明泊七年(l八七円)西本晩寺別院

に現在の名占呂大山∫医や部の溺身である医等講田所が説足され､医
･Jr.･研究の先舶をなしLJ｡その後'

朋的トキ二八ヒ七)この他､堀川筋の人-崎に移-愛知救土民学専門や蛇と改称した｡

次いで大正三年二九一四)同禅門

母校は中区勧舞に新築移転し＼　大正九竺■九二o)愛知顔料大学へ蝦収)にガ備　昭和hハ年(一九三二名
it届医科大学(国立)として移管

され　昭和卜四年(元三九)名古層

▲当時の写真

(名大トピックス　No114　2002年11月29日発行)
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⑧豊田講堂

本学東山キャンパスのシンボルの一つである豊田講堂(設計者:横文彦｡ 1962年度日本建築学会賞受賞)は､ 1960

年にトヨタ自動車工業株式会社(当時)から建設寄付を受けた建物です｡建物名称については､ ｢発明家豊田佐吉

翁を記念する意味で豊田講堂｣としたことが記録に残されています｡

本学では､名古屋帝国大学創設当時から､講堂と図書館は地元からの建設寄付を仰ぐという方針がありました｡

しかし､戦時下に創設された十分な施設設備を整える間もなく終戦を迎え､さらに戦後新制大学として再出発した

直後も各部局が東山･鶴舞･名城地区など10余の地区に分散したいわゆる｢たこ足大学｣状態にあった本学では､

講堂･図書館の設備は手付かずのままになっていました｡東山キャンパスに豊田講堂ができる以前は､鶴舞キャン

パス医学部構内にあった附属図書館内の講堂が本学唯一の講堂でした｡

しかし本学では､ 1950年代はじめ頃から全学的な設備計画を策定し､医学部と附属病院を除くほとんどの部局を

東山地区に集結させることが決められました｡この東山地区移転は､ 1960年代中頃までにかけて､工学部､経済学

部､法学臥文学部､教育学部､本部､教養部､農学部の順で行われました｡豊田講堂の完成は､法学部の移転ま

でが完了した時期にあたります｡

▲豊EE]講堂完成直後の東山キャンパス(i 960年)

0=学部　　　　　　　　　　○宇宙線望遠鏡研究室

○理学部　　　　　　　　　　　○図書館予定地

○原子力研究室予定地　　　　○経済学部

○豊田講堂

○本部予定地

◎クラブハウス予定地

(名大トピックス　No115　2002年12月27日発行)

◎法学部

◎文学部､教育学部予定地

▲現在の東山キャンパス(2001年)
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⑨古川総合研究資料館(旧古川図書館)

東山キャンパス豊田講堂の南西に位置する古川総合研究資料館は､ 1964年に完成した建物です｡名称は故古川為

三郎(日本ヘラルド映画株式会社の創立者) ･志ま御夫妻から建設資金の寄付をいただいたことに因みます｡

名古屋帝国大学創設当時､医学部のある鶴舞キャンパスに旧愛知医科大学時代に建てられた図書館がありました

が､ここに大学全体の図書館本館および医学部分室がおかれましたo　当時からすでに､地元官民各界の建設敷金寄

付によって東山新キャンパスに新図書館を建設する計画がありましたが､戦中戦後の混乱の中､その実現は困難を

きわめでいました｡敗戦後の1948年､名城新キャンパスにあった旧歩兵第六連隊の兵舎建物に本館が移転しました

が､これもあくまでも暫定措置と考えられていました｡

そして前号でもふれましたが､東山キャンパスの整備計画が進む中､前述の寄付が実現､古川図書館が建てられ

ました｡設計者は谷口書郎東京工業大学教授で､二階建てにみえる三階建てや､東西に長く広く設計された吹き抜

けの空間配置などは､平行するグリーンベルトの傾斜や東西の広がりを考慮に入れてデザインされているそうです｡

1981年にグリーンベルトの西側に新中央図書館が完成した図書館が移転した後は､古川捻合研究資料館となり､

現在は名古屋大学博物館や年代測定総合研究センターなどが入っています｡

▲完成当時の写真

▲鶴舞キャンパスの図書館(1935年)

▲博物館入口そばに残る銘板

(東山キャンパス)

(名大トビyクス　No116　2003年1月31日発行)
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⑪シンポジオン(創立五十周年記念施設)

シンポジオンは､前回･前々回で取り上げた旧古川図書館や豊田講堂と同じく､本学の記念施設の一つです｡同

施設は､会議室(シンポジオンホール)､レストラン､ティーラウンジ､研究室等を備えた3階建て複合施設で､

1992年に竣工･開館しました｡

1984年以降､本学では､名古屋帝国大学創設から起算してちょうど50年にあたる1989年に向けて､創立五十周年

記念事業が企画されましたo同事業では､名古屋大学史の編纂･刊行や学術交流基金(仮称)の創設などと並んで､

記念施設の建設が行われることになりました｡当初､その記念施設については､国際会議場､同窓会館､総合体

育･文化施設､合宿研修･保健施設の4施設のいずれかを建設することが計画されていましたが､最終的には｢名

大会館(仮称)｣を建設することになりました｡この｢名大会館(仮称)｣が､今日のシンポジオンです｡

シンポジオンは､ 1987年に発足した学外組織である名古屋大学創立五十周年記念事業後援会(初代会長は

竹田弘太郎名古屋商工会議所会頭)が建設し､名古屋大学に寄付したものです｡当初､磯貝会館に隣接して建設さ

れる予定でしたが､その後､豊田講堂との一体的な運用もできるように現在の場所(豊田講堂の東隣)での建設に

変更されました｡

なお､建物名称については､ギリシア語の｢シポジオン｣が｢饗宴｣ ｢饗宴の参加者｣ ｢饗宴が行われる部屋･場

所｣を意味することから､学術研究の成果発表等交流の場にふさわしいものとして｢シンポジオン｣という名称が

採用されました｡

▲名古屋大学シンポジオン

▲中央手前(色部分)がシンポジオン､その奥が豊田講堂　　　　　　(東山キャンパス)

(名大トピックス　Nol17　2003年2月28日発行)
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おろし

⑰八高寮歌伊吹面歌碑

｢伊吹おろし｣は､名古屋大学の包括枚にあたる第八高等学校(八高)の寮歌で､ 1916年に作られました0人高

寮歌は｢伊吹おろし｣以外にも数多くあり､ ｢伊吹おろし｣が作られる前でもすでに5曲ありました｡この年はじ

めて八高の寮歌集を作成することとなり､新たな寮歌を寮内だけではなく校内へも掲示公募して採用された3曲の

一つが｢伊吹おろし｣です｡ ｢伊吹おろし｣が八高寮歌の代表歌となったのは､この寮歌集が刊行され､広く一般

に流布したことと関係あるのではないかと思われます｡作詞は中山久氏､作曲は三橋要次郎氏(八高第8回卒業)

で､全国の寮歌の中でももっとも優美で､ロマンチックな寮歌といわれているそうです｡八高生にかぎらず､当時

名古屋の中学生や女高生にも歌われていました｡現在の名古屋大学でも､体育会を中心に歌いつがれていますo

歌碑は､ 1958年に八高創立五十周年を記念し､鶴舞公園内の鶴舞図書館前に建設されましたD鶴舞公園が選ばれ

たのは､旧市街から八高へ行く途中にあって八高生が通学の際必ずここを通っていったからです｡

歌碑の敷石は岡山県北木島産の白御影石､台座石は福島県浮金村産の黒御影石(浮金石)､碑面は岡山県万成山

産の紅御影石(万成石)という､赤白黒の三色を調和させてすっきりつくられていますが､これは八高の清潔な校

風を示しているといわれています｡また碑には楽譜が刻まれており､これは曲碑といって当時としては極めて少な

い珍しい碑でしたが､永く青少年に歌いつがれることを願って､このような歌碑にしたそうですo

碑の設計は浜田稔氏(当時東京大学教授､八高第12回卒業)が､建設事務はおもに浜島敏雄氏(当時愛知県建築

部長､八高第20回卒業)が担当しました｡なお碑陰には6月1日と刻まれていますが､これは五十周年記念祭が行

われた日であり､実際の除幕式は9月に行われています｡

(名大llピックス　Nol18　2003年3月31日発行)
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⑪医学部附属病院分院(東新町時代)

現在､本学の医学部附属病院は分院組織を持っていませんが､ 1949年5月の新制名古屋大学設置以降､ 1996年ま

では医学部附属病院分院が設けられていました｡その前身は､ 1943年5月に陸田志よう氏から寄付を受けた市内中

区新栄町三丁目(現在の中区栄四丁目)にあった陸田ビルの敷地･建物を使用した名古屋帝国大学医学部附属医院

分室でした｡その後この分室は､翌1944年5月に正式に医学部附属医院分院としての設置が認められています｡

なお､附属医院(病院)分院の所在地は､設置当初の①市内中区新栄町三丁目(現在の中区栄四丁目)から､ 1961

年には②市内東区東門前町二丁目(現在の東区東桜二丁目)へ､また1979年には③市内東区大事一丁目(現在の東

区大事南-丁目にある大幸医療センター)へと移転しています(下図参照)｡ 『名古屋大学医学部附属病院分院記念

誌』 (1997年)では､それぞれを(丑東新町時代､ ②東門前町時代､ ③大事町時代と呼んでいます｡

写真は､東新町時代(分院開院当時)の建物風景および陸田ビル(分院)の石膏模型です｡この分院は､ 993Ⅰ滋

の敷地に5階建て鉄筋コンクリート(延べ3781m2)の建物で､当初から11の診療科(内科･外科･整形外科･眼

科･産婦人科･小児科･耳鼻咽喉科･皮膚泌尿器科･神経精神科･放射線科･歯科)が置かれて臨床実習ならびに
一般診療を行っていました｡

(名大トピックス　Nol19　2003年4月18日発行)
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⑱寧金桜(うこんさくら)

本学博物飴(旧都】個書館)の西角に一本の桜がありますoそれは､ソメイヨシノの開花より遅く4月下旬～5

月上旬に薄黄緑色で八重咲きの花をつける｢うこんさくら｣です｡

｢ぅこんさくら｣は､漢字では本来｢哲金桜｣と書きますo ｢哲金｣とは漢方薬や染料などに使われる植物の名前

で､宮金が使われた染料色である鮮黄色を督金色と呼びます.この桜の花も哲金色をしているところから彰金桜と

名がついたそうです｡
一方､昔から｢右近の橘､左近の桜｣といわれています｡これは､植える桜の品種に関係なく､宮殿(天皇の座

る場所)の中から正面南の方を見て､左の位置に桜を植えることを意味します｡ところが､天皇に拝謁する(すな

ゎち南から北へ宮殿を見る)側からこれを見ると､桜は右の位置にあることになります｡こうしたことから､この

位置の意味(｢左近の桜｣が右に見えること)や憾金桜｣という品種名が混同されて､位置関係の意味での｢右

近の桜｣と誤用されたり､また品種名｢懲金桜｣に本来とは逆位置を意味する｢右近桜｣の漢字を宛てたりするよ

うになったようです.しかし､品種上は｢衝金桜｣､位置関係では｢左近の桜｣というのが本来の意味です｡

ところで､本学にある衝金桜の植樹時期･経緯については､当時の附属図書館職員の杉山茂雄氏(1969年度退職)

が個人的に植えたものであるともいわれていますが､正確なことは不明ですo学内資料的には､ 1967-8年頃に撮影

された写真にその幼木と思われるものが写っており､それ以前の写真にはまだ写っていか､ことを確認できるのみ

です｡

▲ F名古屋大学概要(昭和43年)』より

(名大トピックス　No120　2003年5月30日発行)
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⑭農学部第一回卒業記念樹

学内も鮮やかな緑いっぱいに彩られる時期になりました｡とくに東山キャンパスに線が多いのは､建設当時はこ

のあたりがまだ名古屋市街地から郊外にあたる山の中であったことと､これに着目した溢滞元治初代総長が提唱し

た｢緑の学園｣構想によるところが大きいものと思われます｡この｢線の学園｣に寄与している中に､学内に植樹

されたさまざまな記念樹があります｡そのなかで今回は農学部第一回卒業記念樹をご紹介しようと思います｡

農学部の創立は1951年です｡名古屋大学九学部のうち､ 1949年の新制大学設置より後に創立された唯一の学部で

す(1993年創立の情報文化学郡は旧教養部に泉源をもっています)｡しかも名古屋から遠く安城に学部キャンパス

が造られました｡当時は理･工学部以外の学部は東山キャンパスにありませんでしたが､それでも名古屋市内にあ

り､農学部だけが名古屋市外にありました｡このため農学部関係者はいろいろな不自由さを感じて生汚していまし

た｡第一回卒業記念樹は､ 1955年にこの旧安城キャンパスに植えられました｡樹種はメタセコイアです｡

そして1966年農学部の東山移転とともに､現在の地に移植され､今に至っています｡移転に際し､記念樹も一緒

に移植するのは珍しくはか､のでしょうが､そのなかでもこの第-回卒業記念樹が選ばれたのは､学部創立や安城

生活に対する農学部のさまざまな思いを後世にも伝えようとしたのではないかと思われます｡またそれが樹である

ことも､いかにも農学部という気がします｡この樹は『名古屋農学部三十年史』や『名古屋大学五十年史　部局史

二』に掲載されたほか､一昨年刊行された『名古屋大学農学部五十年史』では､その某のデザインとなっています｡

農学部同窓会も｢セコイア会｣と称しています｡ある意味農学部の一番古い歴史･伝統を伝える象徴的な記念物と

思われます｡

▲現在の記念碑　　　　　　▲植樹当時の幼木(安城キャンパス)

▲現在のメタセコイア　　　　　　　▲東山キャンパス

(名大トピックス　No121 2003年6月30E]発行)

.■`｣壷

▲50周年記念誌の莱
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⑪名高商栴檀(センタン)と樟(クスノキ)

本学経済学部第1講義室に通じる屋外階段に向かって右側(西側)の少し離れた場所に1本の大きな樺がありま

す｡約40年前､その場所に樺はありませんでした0 1964 (昭和39)年､そこには酒井正三郎(正兵衛)経済学部教

授の退官を記念して､ 1本の栴檀の樹が移植されました｡酒井正三郎は､ 1925 (大正14)年に本学経済学部の前身

校である名高商(名古屋高等商業学校)の教官となり､その後1964年3月に退官するまで経済学部教官として本学

に責献しました｡その間､初代法経学部長(名高商の後身校である名古屋経済専門学校長を兼任)ならびに初代経

済学部長を歴任しています｡

退官記念樹の栴檀は､もとは名高商(現在の名古屋市立大学医学部)の玄関付近にあったものですが､名高商時

代から名大経済学部時代を歩んだ酒井正三郎の足跡と重なりつつ経済学部の歴史を見守る樹として移植されたので

したo残念なことに､その栴檀は､大学紛争時の学生間の騒動で傷つけられ､その後に立ち枯れてしまいました｡

一方､現存する樺は､当時を知る人の話によると､栴檀の移植後にその西側に植えられたもので､栴檀と樺が並

んで立っていたとのことです｡栴檀が存在しない現在､樺はその役目を引き継ぐかのごとく､新緑に萌えています｡

▲酒井正三部名誉教授(1965年頃)

▲栴檀と樟(｢経済学部卒業アルバム｣ 1969年度)

左端に栴檀(右奥)と樟(左手前)が写っている

▲現在の樟(左横にあるのが屋外階段)

▲兼山キャンパス

(名大トピックス　No122　2003年7月31E]発行)
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ゆだっふ

⑪郁達夫文学碑

郁達夫(YuDu-fu)は､ 1896年中国漸江省富陽県の生まれで､魯迅･郭沫若らにつぐ中国近代文学の代表的な作

家です. 1913年に来EL 1915年名古屋大学の前身校である第八高等学校第三部(医科)に入学しましたo翌年第-

部(文科)に転部し､ 1919年に八高を卒業しています｡

1921年に刊行された処女小説『沈冷』は､都連夫人高時代の自伝的小説です｡当時の中国人留学生の孤独や抑圧

された性を素直に表現しており､中国の近代文学で性の問題を真正面に取り上げた最初の作品として評価されてい

ますoまた､熱田神宮･鶴舞公園など名古屋の名所が随所に描かれており､当時の名古屋の様子もうかがい知るこ

とができます｡

1922年に東京帝国大学経済学部を卒業後に日本を離れ､中国へ帰国後は北京大学･広州大学等で教えるとともに

創作活動を行いました｡ 1936年11月に再来日し､志賀直哉･井伏鱒二･大宅壮一･林芙美子･横光利一など当時の

日本文壇の著名人とも交流しています｡日中戦争が始まった当初は､郭沫若らとともに抗日運動に参加しましたが､

1938年にはシンガポールへ移って新聞編集や日本軍憲兵の通訳をしました｡ 1945年の敗戦直後､日本軍憲兵に殺害

されてしまいました｡戦前日本の誤った時代の犠牲者の一人といえます.

郁達夫文学碑は第八高等学校の同窓会である｢八商会｣により､八高創立90周年を記念して建てられたもので､

題字は横山秀吉氏(八高第16回卒業)で､彫塑は石田武至氏､碑文は大池青等氏､石は中国福建省魔門産の御影石

です｡ 1998年6月30日に除幕式が行われました｡

▲八高創立90周年記念｢郁達夫文学碑｣除幕式

(名大トビyクス　No123　2003年8月29日発行)

▲東山キャンパス
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⑰伊藤圭介胸像および｢伊藤圭介先生誕生之地｣碑

名古屋を代表する世界的な著名人として｢文においては伊藤圭介､武においては豊臣秀吉｣ともいわれる伊藤圭介は､

1803 (享和3 )年1月名古屋呉服町(現名古屋市中区丸の内3 TEuO番)の医者の家に生まれました.植物学に興味をい

だき､ 1826(文政9 )年2月宮(現熱田区)で､江戸に赴く途中のシーボルトに､植物の学名の点検を依頼したのを横に､翌年

長崎に赴き､シーボルトの下で植物学を学びました｡ ｢泰西本草名流｣を訳述刊行したほか､多数著書を出しています｡また

医者としても尾張藩で種痘を始めるなど､この地域の医療に尽しました｡

明治政府から大学に出仕するよう命じられ､ 1870 (明治3 )年11月に名古屋を離れ上京､ 1881年東京大学教授に任ぜられ､

1888年日本初の理学博士の学位を受けました01901年に逝去しています(享年99歳) ｡

伊藤は上京する直前､名古屋藩に西洋医学の病院と学校をつくるよう建議し､これが現在の名古屋大学の前身となる仮

医学校･仮病院の設置となりましたoいわば名古屋大学の生みの親といえますoこのほか仮医学校･仮病院の後身枚となった

愛知医学校の教諭奈良坂源一郎による愛知教育博物館建設にも間接的に関与しています｡

第3代名古屋大学総長勝沼精蔵は伊藤の顕彰に努め､彼の強い要請によって1955 (昭和30)年に､遺族から｢錦菓植物

図説｣ほか遺品188冊が附属図書館へ寄贈されています(伊藤圭介文庫) ｡また同じ頃伊藤圭介座像(鶴舞中央図書館前)

や｢伊藤圭介先生誕生之地｣碑(上述生誕地､写真右)が､勝沼の組織した伊藤圭介顕彰会によって建てられています｡その

ほか東山植物園(写真中)や地元小学校に胸像､平和公園に碑など､名古屋市内各地に記念碑像があります｡

▲ ｢伊藤圭介先生誕生之地｣碑

(名大トピックス　No124　2003年9月30日発行)
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⑪岡崎高等師範学校帽章

1945 (昭和20)年4月に創立された岡崎高師(岡崎高等師範学校)は､その4カ月後に岡崎市空襲で校舎を焼失､

その後同年12月に岡崎市から豊川市への移転､ 1949年度には新制名古屋大学への包括を経て､ 1951年度未に閉校と

なり7年間の校史に幕を閉じました｡

現在､大学史資料室には岡崎高師の徽章(帽章)が保管されています.同校同窓会(孝明会)の加藤貞夫氏の寄

贈によるものです｡一般に､徽章はステータス･シンボルとして､在校生･卒業生の所属感･連帯感などを生み出

すものとされていますが､剛有高師の徽章は｢高師｣という文字を桜の小枝で囲んだデザインとなっています｡岡

崎公園が桜の名所であることから､ ｢岡崎｣を表するものとして桜が使われたと考えられています｡

帽章は､創立間もない頃は物資が極端に欠乏していた敗戦前後の時期であったため､黒布にデザインを印刷した

ものが使われていました(写真1)oその後､時期は不詳ですが､厚手の台布にデザインが刺繍された帽章が登場

しました(写真2)｡さらにその後､帽章はようやく真魚製のものになりました(写真3)D　しかし､長髪学生の増

加に伴い学生帽の着用が減少したため､この帽章も次第に使われなくなったようです｡

ちなみに本学では､名古屋大学学章取扱要項(1998年制定)により､通称｢NU (エヌ･ユー)マーク｣ (図1)

が公式学事とされ､公的印刷物などの各種用途に使用されています｡

▲岡崎高等師範学校正門

(名大トピックス　No125　2003年10月31日発行)
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⑪其湛(きたん)塔と創統(そうとう)の鐘

本連載第2回(No.109)で取り上げたように､ 1920 (大正9)年に創立された名古屋高等商業学校(名高商)は､

本学経済学部の前身校にあたります｡名高商が第1回入学生を迎えたのは翌1921年のことでした｡写真の時鐘は､

その第1回卒業生が卒業記念として母校に寄贈した其湛塔の塔頂に掛けられたもので､その銘文から｢創続の鐘｣

と呼ばれています｡ ｢其湛｣および｢創統｣の意味については､ ｢『其湛』の二字は校長渡辺龍聖閣下の撰ばれし所

にして無辺際の進展を意味し､ - ･ 『創統』の二字は我等が撰びて以って我等が把持せる創造的精神の具象たらし

めしもの｣とされています｡

創続の鐘を頂く其湛塔は､高さ約18メートルの鉄骨製の塔で､ 1924年6月に竣工しました｡其湛塔は戦時中の鉄

材供出のために取り壊されて現存しませんが､創枕の鐘は幸いにもその難を免れました｡創統の鐘は､其湛精神の

象徴としての音色が重視され鋳物作りの本場である小田原で作成されたもので､全砲金の鋳物で西洋風の瀞酒な形

をしています｡現在､創枕の鐘は本学経済学研究科で保管されています｡

なお､其湛塔と創続の鐘が竣工する1ケ月前の1924年5月には､母校と卒業生とを結ぶ同窓組織としての旧｢其

湛会｣発会式が行われています｡同会は､現在の経済学部同窓会である社団法人キタン会の前身組織の一つとなっ

ています｡

▲ ｢創統｣の鐘

▲其湛塔(名高商1927年アルバムより)

▲名高商校舎外観(名高商1 926年アルバムより)

(名大トビブクス　No126　2003年11月28日発行)
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⑧旧名城キャンパス文学部三号館(明治村旧歩兵第六聯隊第十中隊兵舎)

戦前の名古屋帝国大学には文系学部がありませんでしたが､敗戦直後から文･法･経済の文系三学部を新設しよ

うという動きがおこりました0 1947年10月に帝国大学の名称がなくなり､名古屋大学(lE鳩rJ)になると､この文系

学部の設置が具体的に検討されるようになりました｡そこで文系学部のキャンパス予定地として､名古屋城二の丸

内にあった旧歩兵第六聯隊兵舎を取得(名城キャンパス)､ 1948年6月にまずは大学本部事務局が移転しています｡

文系学部設置には貯余曲折がありましたが､結局同年9月に文学部と法経学部が設置され(ともに旧制､法経学

部は1950年3月に法学部と経済学部に分離)､翌1949年4月には教育学部(新制)も新設されました｡このうち､旧

名古屋高等商業学校を母体とする法経学部経済･経営学科を除いた､文学部､教育学部､法経学部法律･政治学科

が名城キャンパスにつくられました｡このキャンパスはその後､ 1963年に東山キャンパスへ移転終了するまで使用

されました0

1965年に名城キャンパスにあった旧校舎のうち文学部三号館だけが､博物館明治村(愛知県犬山市内山1 )へ移

築されました｡この建物には二階に東洋史･西洋史･国史(日本史)､一階に地理･考古･独文･英文の各研究室

などが入っていました｡ただ､明治村に現存のものは､明治期の建物名である旧歩兵第六聯隊兵舎の名称となって

いますoまた明治村へ移築の時に建物が縮小されており､さらに建物の色も灰色であったのが､現存では鮮やかな

白となっています｡文学部三号館の面影ではなく､それより以前の旧歩兵第六聯隊兵舎の趣きで改装されて残され

たのは､ ｢明治｣村である以上しかたありませんが､名古屋大学にとってはちょっと残念な気がしますね｡

▲旧名城キャンパス全景

(数字弓館は文学部建物､ 1 959年)

▲旧名城キャンパス当時の文学部三号館　　▲明治村旧歩兵第六聯隊兵舎
(旧文学部三号館)

▲旧名城キャンパス

(名大トピックス　No127　2003年12月26日発行)
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⑳江兆銘(江精衛)の梅

本学大事地区(名古屋市来区)の大幸医療センター内には､ ｢江兆銘の梅｣と呼ばれる二本の梅の木がありますo

これらの梅は､もとは鶴舞地区(名古屋市昭和区)の医学部中庭に植えられていたものですが､医学部建物の改修

工事等の関係で移植されたものです｡

江兆銘(1883-1944)は中国広東省生まれの政治家で､清朝末期に日本へ留学し法政大学を卒業しています｡彼

は､孫文の中国革命同盟会のメンバーで､国民党左派の重鎮でした｡孫文の死後､江は国民政府主席として国民党

政権を指導しましたが､日中戦争後は親日派として､対日派の蒋介石と対立しました0 1940 (昭和15)年には日本

の支援により南京国民政府を樹立しました｡

1943年､江は､南京の日本陸軍病院で以前受けた凶弾の摘出手術を受けましたo Lかし､手術後の経過が思わし

くなかったため翌年3月に来日し､名古屋帝国大学附属病院で再手術を受けましたoこのことは､暗号｢梅号｣と

呼ばれて一般には公表されませんでしたoしかし､彼の病気は多発性骨髄腫であったため､治療の甲斐もなく同年

11月に附属病院内で死亡しました｡

｢江兆銘の梅｣は､江の死後､治療に対する感謝として遺族から寄贈されたものですo彼が梅をこよなく愛してい

たためといわれています｡梅は当初三本ありましたが､のちに一本が枯れたため現存するのは二本となっています｡

▲注兆銘(附属図書館医学部分舘所蔵)

･･･1･'･;bJY維

内　村勝沼痛風
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荻射線朝田神泉甘

工夫虎雄

&　手団

孟　櫓
上田文男や沃JB也).巾･∴･{

名号足帝国犬養見せ足帝国塞智昔丸久東外帝国大草餐普及森島奇餐鹿骨ぷ貰
為せ鹿骨国産鼻音僑勾金ノ霞み-温帯刃豊

後雫宰ノ広夕復縁箪宰ノ睦大府

)拝兆解れの入醍

肘蟹井草有三晶急募主席沫兆銘九｡本符ト＼苧巧⊥｢..
一意トL～鼓あpt冶連な放り･1か&..向井十有言史青山たま浄長国外　希帝展　ゑ普及帝量寮か外軒　点本薄九　東京市国夫草魚

▲注兆銘の死亡を伝える掲示(附属図書館医学部分館所蔵)

▲酎舞地区に植えられていた頃の｢荘兆銘の梅｣　　　　　　　▲大事地区

(名大トピックス　No128　2004年1月30日発行)
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⑳豊田講堂完成記念品

本連載第8回(No.115)において､本学東山キャンパスのシンボルの一つである豊田講堂(設計者:横文彦｡

1962年度日本建築学会賞受賞)が1960年にトヨタ自動車工業株式会社(当時)から建設寄付を受けた建物であるこ

とについて触れました｡今回は､その完成式典等について紹介しますo

畳EB (とよだ)講堂は1960年4月に竣工しましたが､その完成記念式典は､同年5月9日に行われました｡本資

料室の保管資料によると､式典は｢開式の辞｣ ｢音楽演奏｣ ｢式辞｣ ｢設立経緯について｣ ｢工事経過報告｣ ｢寄付目

録贈呈｣ ｢感謝状贈呈｣ ｢総長あいさつならびに感謝状授与｣ ｢文部大臣祝辞ならびに感謝状授与｣ ｢来賓祝辞｣ ｢祝

電披露｣ ｢万才三唱｣ ｢閉式の辞｣の順で行われ､式典後には同講堂ロビーで祝賀会が催されました｡

写真(左下)は､完成式典の際に､本学とトヨタ自動車工業㈱の連名で用意された記念品(木製ブックエンド)

です｡各サイズが横幅16cmx奥行10C皿×高さ15.5cmの豊田講堂をデザインとした特製品ですが､その製作者名や製

作数量などは明らかではありませんoなお､同講堂の完成記念品としては､このブックエンドのほかに名大生協が

作成した｢豊田講堂完成･第1回名大祭　記念絵葉書｣ (4枚組み)があります｡

▲豊田講堂完成式典

▲フックエンド

(名大トピックス　No129　2004年2月27日発行)

▲生協作成の記念絵葉書
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⑳古川為三郎･志ま夫妻記念プレート

本連載第9回(No･116)でも述べましたように､本学東山キャンパスの古川稔合研究資料館(旧古川図書館)は､故古川

為三郎(日本ヘラルド映画株式会社会長) ･志ま御夫妻から建設資金の寄付をいただいて､ 1964年に建てられたものです｡

附属図書館の建設経費は約2億円と見積もられ､地元官民各界から資金援助をうけて建設する計画でしたが､なかなか

資金繰りがつきませんでしたoそのようななか当時(1962年頃)の名古屋市水道局長･桧見三郎さんが､千種区長時代に親

交のあった古川為三郎さんのご自宅(千種区内)にお願いにあがり､為三郎さんは2億円のうち1億円の寄付を約束されま

したo当時事業を拡大していた為三郎さんには､個人で援助できる金額としては､ 1億円がやっとだったようです｡

ところが松見さんが帰宅した後､為三郎さんの妻志まさんが､残りの1億円について｢その1億円私が出しましょう｡大学

の図書館といえば､明日の日本を背負う若い人が勉強するところですoそんな人を育てるなら､私の財産など惜しくもありま

せん｡さあどうぞ使ってください｡｣といって､預金通帳･株券などをご自分の金庫から持ち出されました｡これに対し為三郎さ

んは｢これは､元へ戻しときなさいoわしは土地を売ってでも､合計2億円にして､名大へ渡そう｣と答えたそうです｡

翌日､当時の名古屋大学総長勝沼精蔵が古川さん宅を訪ね､あらためて寄付の話をうけました｡勝沼総長が帰ったあと､

古川さん宅の玄関には勝沼総長の靴がそのまま残っていたそうです0 1億円と思っていたのが2億円全額と､そこで初め

て聞いた勝沼総長が喜んで帰った様子が推測されます(以上､小橋博史『獅子奮迅　古川為三郎伝』より)0

旧古川図書館-現在の古川総合研究資料館(博物館)を玄関から入ると､正面の壁に古川為三郎･志ま御夫妻の記念プ

レートが掲げられています｡そこには｢この図書館は本学の教育と研究に資するため古川為三郎氏､志ま夫人の篤志によっ

て寄贈されたものである｣と､志ま夫人の名前も刻まれており､このエピソードの借腰性を印象づけています｡

▲記念プレート

▲東山キャンパス

i:.～/J ･帖壱

2　膳　平　面　図

▲博物館内図面

▲古川為三郎･志ま夫妻(柑60年頃)

(名大トビyクス　No130　2004年3月31日発行)
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㊧東山キャンパス｢緑のトンネル｣

本学の東山キャンパス用地は､名古屋帝国大学が創設された1939年に取得されました｡そして､ 1942年4月から

6月にかけて､工学部と理学部が東山キャンパスへの移転を行っています｡その当時は､四谷通を挟んで､西側

(写真1の①)部分に工学部校舎､東側の高台(写真1の②)部分に理学部校舎が建てられていました｡また､理

学部校舎の南側(写真1の③)部分には｢東山運動場｣がありましたo

名大史ブックレット2 『名古屋大学　キャンパスの歴史1』において紹介されていますように､本学東山キャン

パスには｢緑のトンネル｣と呼ぶことができる道があります(写真2)｡この｢緑のトンネル｣は､四谷通三丁目

交差点から四谷通沿いに少し南へ進んだ所に入口があり､そこから工学部5号館･環境総合館､理系食堂･グリー

ンサロン東山を経て､農学部校舎へと抜けています(写真1の④部分)0

この｢緑のトンネル｣は､東山キャンパス整備以前の耕地区画整理の際に作られた道で､本来は鏡池の北側から

学生会飴の南側を通る道(写真1の(9部分)から続く道でした｡当時､この道には樹木がほとんどありませんでし

たが､初代渋沢総長による｢緑の学園｣構想に基づき､植樹が進められたのでした｡写真3には､高台に建てられ

た理学部校舎の手前に､植樹されて間もない樹木(= ｢緑のトンネル｣)がみられます｡

(名大トピックス　No131 2004年4月20日発行)
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⑳野依教授ノーベル化学賞受賞記念樹･記念碑と記念施設

2001年12月､本学理学研究科の野依良治教授(硯･独立行政法人理化学研究所理事長)が､米国のウイリアム.S.

ノウルズ氏､ K.バリー.シャープレス氏とともに､ノーベル化学賞を受賞したことは記憶に新しいことだと思いま

すo野依氏の受賞がノーベル賞創設100周年という記念すべき年の受賞でもあったことは､本学のみならず日本に

とっても非常に喜ばしいことであったといえるでしょう｡

本学博物館の前庭には､野依氏のノーベル賞受賞を記念した記念樹と記念碑があります｡その記念樹はアスナロ

(翌檎)で､ ｢学生がいつか野依教授のようになろうと夢を持ってほしい｣との願いが込められています｡また､ス

ウェーデン産の御影石で作られた記念碑には､受賞の理由となった不斉触媒｢BINAP｣のモデル図とともに､野依

氏直筆の｢研究は瑞々しく､単純明快に｣という文字が刻まれています｡その記念植樹と記念碑除幕式は､ 2001年

12月28日に行われました｡

なお､現在､本学東山キャンパスには､野依氏のノーベル賞受賞にちなんだ二つの記念施設も建設されています｡

一つは｢野依記念物質科学研究館｣ (本号掲載記事参照)､もう一つは｢野依記念学術交流館｣と命名されています｡

▲ノーベル化学賞賞状

＼

壷

▲東山キャンパス

宇　千㌢.

記念樹･記念碑

▲東山キャンパス

(名大トビyクス　No132　2004年5月10日発行)



･争議大も

⑳ ｢名大｣マンホールカバー

梅雨の季節になって､傘を手放せない日が多くなりました｡雨の日に傘をさして歩く時､つい足元に視線が向け

られます｡今回は､学内のマンホールカバーについて紹介します｡

本学構内には数多くのマンホールがありますo　それらのマンホールは､形状･大きさともに多種多様で､その設

置場所も舗装された道路上のみ限らず､未舗装の地面や建物内など様々ですo現在､その正確な数は明らかでない

といわれています｡

通常､マンホールカバーには｢排水｣ ｢雨水｣ ｢電気｣ ｢通信｣などマンホールの用途が鋳出されていますが､学

内のマンホールの一部には用途名のほかに｢名大｣という文字の入ったカバーがあります｡この｢名大｣文字入り

マンホールカバーは､ 1970年代半ば頃に作成された特製品です｡当時は､市町村や他大学においても名前入りやロ

ゴ入りの特製カバーが作成されたとのことですが､鋳物が高価で取り引きされた時期であったため盗難防止策とし

て考えられたようです｡特製品の場合､ 1度に2-300個を作成しないとコストが割高になるため､その程度の数

が発注されたものと思われます｡

当室には､ 1977年3月に作成された｢名大｣文字入りカバーの仕様書(写)とともに､当時の施設部設備課長が

揮毒した｢名大｣鋳出し文字原稿(写)が保管されています｡なお､この｢名大｣文字入りカバーは1991年11月に

作成以降､追加作成はされていないとのことです｡

▲ ｢名大｣銘入りのマンホールカバー

(名大トビyクス　No133　2004年6月30日発行)

▲ ｢名大｣鋳出し文字原稿(写)

▲1 977年作成時の仕様書(写)
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⑳八高生青春像-わが友若き旅人よ一

学生帽に学生服､厚いマントを羽織り､高下駄を履いた青年のブロンズ立像(写真①) -この｢八高生青春像｣

は､旧制第八高等学校(八高)の同窓会である八高会が母校創立80年を記念して1988年に名古屋市立大学構内に建

立したものです｡

本連載の第3回(No.110)でも取り上げたように､八高は1949年に本学が新制大学として(再)発足した際に本

学に包括された旧制高等学校です｡八高の校地･校舎は､創立翌年に愛知郡呼続町大字瑞穂宇山ノ畑(現在の名古

屋市瑞穂区瑞穂町山の畑)に設けられました｡同所は､新制名古屋大学の発足に際して本学の瑞穂分校(教養部)

となった後､名古屋市に譲渡されて現在のように名古屋市立大学(名市大)山の畑キャンパスとして利用されてい

ます｡

八高生青春像の設置場所については､吹上公園内や市立博物館前などが検討されましたが､最終的には名市大山

の畑キャンパス内の｢剣ケ森｣ (八高の校庭跡)に設置することとされました｡ブロンズ像の座台には､八高寮歌

｢光のどけき｣の一節から採った題字｢わが友　若き旅人よ｣が刻まれています｡その除幕式は､ 1988年10月8日

に名市大関係者を来賓として八高同窓生約100名が集まって行われました(写真②)｡また､八高生青春像は1/5サ

イズのミニチュア像(写真③)も製作され､希望者に頒布されました｡

なお､八高生青春像については､ ｢名古屋大学大学史資料室ニュース｣第15号(2003年10月刊)で詳細に触れて

いますので､ご参照ください｡

▲写真①　除幕式直後のハ高生青春像

▲写真②　像を前に寮歌を合唱する除幕式参加者
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山の畑キャンパス

選量琵
t主力

▲名古屋市立大学のキャンパス

▲写真③一八高生青春像1/5サイズミニチュア

(名大トピックス　No134　2004年7月30日発行)
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⑳清川正二(きよかわ･まさじ)一第10回オリンピック･金メダリスト一

第28回オリンピック(アテネ･オリンピック)の興奮･感動も覚めやらぬ今日この頃です｡今回は､オリンピッ

クに関するテーマを紹介します｡

今から72年前の1932年､第10回オリンピックがロサンゼルスで開催されました｡このロサンゼルス大会では16競

技128種目に37ヶ国1328名の選手が参加しました｡当時は満州事変などで対日国際世論が厳しい時期でしたが､日

本はロサンゼルス大会に192名の大選手団を派遣し､男子競泳6種目中5種目で日本選手が金メダルを獲得して健闘

しました｡

この金メダル獲得種目の一つである男子100m背泳ぎでは､日本選手が金･銀･銅の3メダルを独占しました｡そ

のとき世界記録に0秒4差の1分8秒6の優勝タイムで金メダルを獲得したのが清川正二です｡清川は当時19歳で､

本学経済学部の前身校である名古屋高等商業学校(名高商)の3年生でした｡また､清川は､ 1936年のベルリン大

会においても同種目で銅メダルを獲得しています｡

その後､清川は､ 1946年から7年間日本水泳チームのヘッドコーチを務め､ 1969年にはIOC (国際オリンピック

委員会)委員に就任､ 1980年～1983年の4年間はIOC副会長を務め､ 1999年に86歳でこの世を去りました○

現在､本学経済学部の中庭には､清川の金メダル獲得を記念して(社)キタン会が植樹した月桂樹と｢清川正二

(十回卒)ロサンゼルス　オリンピック(第十回)優勝記念｣と記された石碑があります｡
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(名大トピックス　No135　2004年8月31日蒐行)
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⑳工学部旧1号館(南棟卜東山地区最初の鉄筋コンクリート建物一

現在､本学の工学部･工学研究科は､東山キャンパスの北側部分を中心に1号館～9号館およびIB電子情報館

などの施設を持っています(下図)Dこのうち最も新しい建物は地下鉄｢名古屋大学｣駅3番出口の北側にあるIB

電子情報館(北棟と南棟)で､この建物は2001年度国立学校優秀施設表彰の計画部門で文教施設部長賞を受賞して

います｡

ところで､今から53年前の1951年､ちょうどIB電子情報館南棟が建っている場所に東山地区として記念すべき

一つの建物が竣工しました｡工学矧日1号館がそれです(写真1)｡

工学部旧1号館は､東山地区最初の鉄筋コンクリート道として戦時下の1943年夏に建設が始まりました｡しかし

その後､基礎の掘削とコンクリート板枠工事が完了した段階で資材不足等のため工事が進まない状態になり､さら

に1945年5月の名古屋空襲の際にその基礎横枠のすべてを焼失してしまいましたoそして､工学部旧1号飴の建設

工事が再開されたのは終戦後の1950年のことでした｡

本学東山地区で最も古い鉄筋コンクリート進であった工学部旧1号館は､ 2002年9月に取り壊されています(写

真2)｡なお､工学部旧1号館が存在しなくなった現在､東山地区で最も古い鉄筋コンクリート建物は195時に竣

工した理学部A館となっています｡

立

▲工学部建物配置図

▲写真2二取り壊し前の工学矧日1号館(2001年)

(名大トピックス　No136　2004年9月30日発行)



サ亮太史

⑳斎藤　虞(さいとう･まこと)-El本における脳神経外科学のパイオニア-

斎藤鼻(1889-1950年)は､ 1911 (明治44)年に第二高等学校を卒業後､東京帝国大学医科大学医学科に入学し

ました｡そして1915 (大正4)年に同医学科を卒業､翌年には東京帝国大学医科大学副手になるとともに医師免許

証を下付されていますo蔚藤が､本学医学部の前身である愛知県立医学専門学校の講師ならびに県立愛知病院の外

科第二部長心得に着任したのは1917年のことでした｡

斎藤の専門は脳外科学で､ 1920年には同医学専門学佼教授ならびに同愛知病院外科第二部長職を依願退職したの

ち､自費でヨーロッパへ渡航し､ 1924年に帰国するまでウィーン大学､ベルリン大学､パリ大学で病理学と脳外科

学の研究に従事しました｡この間､斎藤は1922年に愛知医科大学教授に就任しています｡

帰国後も､斎藤は脳神経外科における数多くの優れた研究業績を上げ､ 1929 (昭和4)年8月には､ハワイ･ホ

ノルルで開催された第1回汎太平洋外科学会に日本代表として出席し､自身の手になる脳外科の映像を披露してい

ます○また､斎藤は医学教育や学会活動にも意欲的で､ 1948年には現在の日本脳神経外科学会の前身である日本脳

神経外科研究会の発足に尽力し､ 1949年の第3回稔会まで同研究会の会長を務めました｡

なお､本学の博物館では現在､斎藤異の生涯･研究業績と当時の名大医学部の歴史を取り上げた第4回企画展

｢日本脳神経外科学の開拓者　斎藤　異｣ (10/13-ll/30)を開催しています｡

▲膏藤の設計による外科講堂での臨床講義風景

(同心会編r密藤　真』所収)

(名大トピックス　No137　2004年10月30El発行)

藤

▲博物館｢欝藤虞｣展ポスター
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⑪加藤錬五郎と名古屋大学

加藤錬五郎(1883-1970)は､ 1910年代から60年代にかけて活躍した､当時の愛知県を代表する政党政治家ですo

名古屋市議､愛知県議をへで､ 1924 (大正13)年には衆議院議員に初当選し､以後当選12回､通算で30年間もその

職にありました｡戦後は法務大臣や衆議院議長を歴任､勲一等旭日大綬章をうけています｡

錬五郎は､名古屋大学医学部の前身である愛知県立医学専門学校を1905 (明治38)年に卒業し､医師となります

が､やがてかねてよりの志をはたすべく政治家への道を歩みました｡ただそれ以後も､愛知医尊の人脈がその政治

活動をささえたといいます｡錬五郎も､愛知医尊の大学昇格運動では県知事との交渉や県会での演説､官立名古屋

医科大学発足時の鳩山一郎文部大臣との談判など､尽力をおしみませんでした｡

また錬五郎は､ 1944 (昭和19)年に名古屋帝国大学から医学博士号を授与されています(｢ラツテ｣胸腺ノ組織

学的研究)｡これは1937年の落選による約2年間の｢浪人｣時代､研究生となって名古屋医科大学に通い勉強した

成果でした｡戦時中の財団法人喜安病院の設立や､戦後の嫌煙薬｢キンエン｣の開発は､錬五郎が名古屋(帝国)

大学医学部との連携のもとにおこなった事業です｡
一昨年､孫婿にあたる加藤延夫愛知医科大学学長(元名古屋大学総長)から､ ｢加藤錬五郎関係資料｣が愛知県

公文書館へ寄託されました｡歴史的価値の高い大変貴重な史料群です｡これについては､ 11月発行の『愛知県公文

書館だより』第9号に紹介記事がありますo

▲愛知医専時代の鐸五郎

(『加藤録五郎伝』より)

▲衆議院議員時代(1924年)

(『加藤錬五郎伝』より)

▲愛知医寺の卒業証書(愛知県公文書館)

Lr　穴j
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▲名帝大の医学博士号学位記(愛知県公文書館)

(名大トピックス　No138　2004年11月30日発行)
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⑫ ｢牧島メモ｣一旧学生部初代次長　牧島久雄一

枚島久雄(1913-2000年)は､ 1939 (昭和14)年に東京文理科大学卒業後､奈良女子高等師範学校教授等を経て､

1946年には第ノ鳩等学校(八高)教授になりましたoその後､ 1949年に八高が新制名古屋大学に包括されて旧教養

部になった際､牧島は本学講師になり､ 1954年には本学助教授となりましたoまた､牧島は､ 1959年9月の伊勢湾

台風の際に学生の自発的な被害者救援活動に協力したことを契機に､ 1960年2月から事務局学生部学生課長(教養

部助教授を兼任)となり､その翌年度には新設された学生部次長職に就任しました｡以後､ 1975年に定年退官する

までの14年間､学生吾随長として学生の生活条件改善に尽力しましたoその活動の一端は退官記念論文集性かさ

れた証』に収められています｡また､牧島は､本学退職後も愛知留学生会後援会､国際交流団体協議会､国際留学

生会館などこの地域の外国人留学生の生活支援活動に貢献しましたo

通称｢牧島メモ｣とは､本学在職中に牧島が書き記したメモです｡ ｢メモ｣という呼称から数枚程度の記録との

印象を受けるかもしれませんが､ ｢牧島メモ｣は小型版大学ノートで計206冊にもおよぶ規模の資料群を成していま

す｡現在､ ｢牧島メモ｣は､牧島家遺族代表のご厚意により､大学文書資料室に寄託されています｡ただし､同メ

モは大学文書資料室利用鋭程(第3条第2項)に基づき非公開資料となっていますoなお､牧島および｢牧島メモ｣

については､ ｢名古屋大学史資料室ニュース｣第10号(2001年3月刊)で詳掛こ触れていますので､ご参照ください｡

▲ ｢牧島メモ｣ (一部)

▲『生かされた証』

(名古屋大学学生部次長牧島久雄退官記念論文集)

(名大トti'ックス　No139　2004年12月30El発行)
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⑳坂田昌一(さかた･しょういち)一研究の民主化と平和利用をもとめて-

坂田昌一名誉教授(1911-1970)は､名古屋帝国大学に理学部が発足した1942 (昭和17)年から1970年に病死す

るまで､物理学科(通称物理学教室)の教授として在職しました｡ニュートリノなどの素粒子の構造を､いわゆる

｢坂田模型｣や｢新名古屋模型｣として発表するなど､現在の素粒子物理学の基礎をきずいた世界的に著名な理論

物理学者です｡ 『広辞苑』にも､ ｢坂田｣の項目にその名前が取り上げられています｡

その一方で坂田は､科学が戦争やファシズムに利用された時代を反省し､社会に対する科学者の責任を重視する

立場から､研究環境の民主化や研究成果の平和利用を提唱する幅広い活動をした人物としても知られ､多くの著作

も残っています(『科学と平和の創造』 1963､ 『科学者と社会』 1972など)｡

坂田は敗戦直後の1946年､ ｢名古屋大学物理学研究室憲章｣制定の中心となりました｡そこでは､冒頭に｢物理

学教室の運営は民主主義の原則に基くo｣とうたい､教室が学生をふくめた構成員全員の参加のもと､民主的に運

営されることを定めていますo同教室では､現在でも憲章の理念にもとづいた規則によって運営がなされています｡

また坂田は､京都帝国大学出身の先輩でいずれもノーベル物理学賞をうけた湯川秀樹､朝永振一郎らとともに､

科学の戦争利用に反対する連動にも積極的に取り組みましたo原子核研究を専門とする立場から､とりわけ核兵器

の拡大を憂慮し､科学者による核軍縮運動に情熱をかたむけました｡人類がこれまでの｢戦争の論理｣から､ ｢平

和の論理｣によって動くようになること､それが坂田の願いだったのです｡

本学の自由閥連な学風と､ ｢名古屋大学平和憲章｣ (1987年制定)における平和主義の精神は､こうした坂田の科

学思想の流れをくむものといえるでしょう｡

なお､坂田の死後､物理学教室に坂田記念史料室が開設され､多くの関係資料を収集､整理､保存しています｡

▲憲章制定の中心になった坂田(左から2番目)､有山兼孝

(同3番目)､上田良二(右から2番目)､関戸弥太郎(右
端)の告教授(1946年)

▲湯川秀樹(左)､朝永振一郎(中央)両博士と坂EE]教授

(後ろ)

(名大トピックス　No140　2005年1月30日発行)
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⑳須賀杯争奪駅伝競走大会

毎年10月から1月にかけてのロードレース･シーズンには､いわゆる｢学生三大駅伝｣一出雲全日本大学選抜駅

伝(10月)､全日本大学駅伝(11月)､東京箱根間往復大学駅伝(1月)が開催されます｡今回は､そのロードレー

ス･シーズン中に豊田高専(豊田工業高等専門学校)と名古屋大学を舞台に開催される須賀杯争奪駅伝競走大会に

ついて紹介しますo

通称｢須賀杯駅伝｣は､毎年11月下旬頃に開催されます｡コースは､下図のように､豊田高専から名古屋大学ま

での6区間約27kmとなっています｡その名称は､創始者である須賀太郎(1903-1986)本学名誉教授にちなんでい

ます｡須賀は､名古屋大学教授時代の1956 (昭和31)年から約3年間､学生部長を務めるとともにスポーツを通じ

ての教員学生間の交流を図り､本学体育会の発展にも尽力しました｡

当時､名古屋大学工学部教授で陸上競技部顧問をしていた須賀は､ 1963年4月に豊田高専が設置された際に同校

の初代校長に就任し､ 10年間校長を務めたのち1974年3月に同校を退官しました｡その間､豊田高専においてもス

ポーツ振興にも力を注ぎましたo

須賀杯駅伝のように､大学と高専との共同開催で一般道を利用する駅伝は全国的にも数少ないとのことですが､

本学と豊田高専の双方でスポーツ振興を図った須賀であったから実現することができた駅伝であるといえますo

1964年に第1回大会が開催された須賀杯駅伝は､ 2004年11月28日秋晴れのもと第41回大会が開催されました｡この

大会の参加チーム数は本学33チーム･豊田高専26チームの計59チームで､競技の結果､本学のチームが須賀杯を手

中に収めました｡

ぎ

▲須賀太郎豊田高専初代校長　　　　　　　　　　▲須賀杯駅伝ルート図(名大トピックスNo.139より)

(名大トピックス　No141 2005年2月2SE]発行)

▲駅伝競争大会の様子(名大トピックスNo 139より)
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⑮絵はがきの中の八高

最近､いろいろなところで絵はがきが注目されています｡趣味としての絵はがきづくりがちょっとしたブームに

なっていますし､美術品や文化財として､あるいは歴史を語る史料として研究や鑑賞の対象にもなっています｡

このたび大学文書資料室では､戦前の旧制第八高等学校(戦後の名大教養部､硯情報文化学部)の絵はがきを入

手しました｡開校記念と行幸記念のものです｡

開校記念絵はがきは8枚あり､現在では大変珍しいものです｡図柄は､イラストの中に八高の施設や行事などの

写真が入っています｡下の絵はがきの1枚は､ 1908 (明治41)年創立当初の仮校舎(県立-中旧校舎､現名古屋市

来区外堀町)と､その翌年移転した新校舎(現名市大瑞穂キャンパス)の写真を並べたものです｡もう一枚は､製

図や実験の授業風景ですoいずれも､発行は第八高等学校校友会､図案は八高絵画研究会となっていますo

行幸記念は3枚で､いずれも写真のみの構成です｡これは1927 (昭和2)年､即位したばかりの昭和天皇が八高

を訪れたことを記念したものです｡

八高では､さまざまな行事のたびに､こうした絵はがきを発行していたようです｡その他､名古屋市博物飴には､

所蔵されている八高関係資料(八商会寄贈)の中に絵はがきがありますし､

八高関係の記念誌にも写真が載っていますo

資料室では､こうした絵はがきの展示会ができればと考えています｡絵

はがきをはじめ､八高関係資料の情報があれば､どんな些細なことでもぜ

ひお寄せください｡

▲新校舎(上)と仮校舎(下) (開校記念)

.･､ ETl､ li .ヽ　ヽ恥　　　　　　ナ　Tr　　一一　l･

▲行幸記念

畢　ー

▲裏面(開校記念)

▲化学実験(上) ､製図(中) ､物理実験(下)

(開校記念)

(名大トピックス　No142　2005年3月30日発行)



東山キャンパス｢田村模型｣
-1940年当時の東山敷地全体模型-

本年2月､大学文書資料室は､豊田講堂地階倉庫内で本

学の歴史的遺産ともいえる二つの模型(東山キャンパス｢田村

模型｣)を発見しました(写真1)｡今回発見された模型は､名

古屋帝国大学創設の翌年にあたる1940 (昭和15)年夏から

1941年2月頃にかけて製作されたもので､当時の名帝大医学部

長であるEE村春吉(元名古屋医科大学総長･のちの第2代名

帝大総長)が京都の島津製作所(模型部)に製作を依頼し

た1/1000スケール模型です(写真2)o

実は､この｢田村模型｣については､春光同門会編『田

村春吉』 (1954年刊)という文献中の山元昌之｢聡明敏活｣

等において､その存在や作成経緯､さらには模型に対する田村

の思い入れなどが触れられていましたが､現物の所在は明らか

ではありませんでしたoそこで､大学文書資料室では昨年の春

以降､模型の所在調査を開始した結果､ 1960年代前半の一

時期には豊田講堂ロビーに置かれていたという本学元職員の目

撃情報等を得ながら模型の探索を行っていました｡

この｢田村模型｣は､当初1/1000模型一つの製作が進めら

れていましたが､途中､田村の指示により高さだけを1/100に変

更した模型(写真3)が追加発注されましたQ追加模型では.

現在の東山通(写真3下部)､鏡ケ池(同右端)､東山動植

物園(同左端)のほか民家･街路樹なども忠実に再現されて

いますo Lかし何よりもこの｢田村模型｣の資料的価値は､名

帝大創設当初の医学部東山移転構想に基づいて､医学部諸

施設の中央を通る(現在の本部別館と硬式テニスコートを結ぶ)

計画道路が組み込まれている点､また､東山キャンパス　プラン

ニング用に用意された文字通り本学史上最初の東山キャンパス

模型という点にあるといえます｡

なお､この｢田村模型｣については､中日新聞(2005年3

月26日付夕刊)においても取り上げられました｡

l発見時の状態(左側が完全なl/1000模型で､右側が高さのみをl/100に変更したもの)

2模型に貼り付けられた｢島津製作所模型部｣プレート

S模塾(写真中央から上(南)に伸びているのが計画道路｡模型下部を左右(東西)に走るのが現在の東山通｡)

本連戦で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nua_o軌:e@cc nagoya-u ac Jp)へご連絡ください｡

(名大トピックス　No143　2005年4月28日発行)



371名大史を見てきたクスノキ

名古屋市立大学の山の畑キャンパス(瑞穂区瑞穂町)は､

かつては名大のキャンパスでしたoその歴史は古く､ 1908

(明治41)年の旧制第八高等学校(八高)創設までさかの

ぼることができます｡戦後は名大教養部となり､ 1964 (昭

和39)年､東山キャンパスの教養部校舎(現共通教育･情

報文化学部棟)建設と交換する形で､名古屋市に譲渡され

ました｡

すでに当時の建物はありませんが､校庭跡は｢剣ヶ森｣

として多くの樹木を残し､八高･名大時代の景観を現在に

伝えています｡中でも古いのが､以前このコーナーで紹介

した｢八高青春像｣の脇および西方にあるクスノキですo

クスノキの古木といえば､樹齢700-800年をほこる伊勢

神宮､それよりやや若い熱田神宮のものが名古屋近辺の双

壁をなしますo Lかしそれ以外は単独の古木はあるものの

ごく新しく､山の畑のクスノキは､地域における学校史の

モニュメントとしてだけではなく､植物学的にも貴重なも

のです｡その他にも同キャンパスには､創立当初に本館前

へ植えられ､八高のシンボルとも言われた大ソテツが残さ

れていますo　またこうした巨木は､周囲の気温を下げる効

果もあるそうです｡

このような､文化財としても自然の記念物としても高い

価値を持つ樹木を､ぜひ長く保存して後世に伝えていきた

直径約15mで､正式な測定はされていませんが､樹齢100　　いものです｡

年前後のものではないかと言われています｡

-+ 1名市大･山の畑キャンパス(写真中の数字で示したも

のが､樹齢100年前後と言われるクスノキ)

2東山キャンパスに移転する直前(昭和38年頃)の名

大瑞穂キャンパス(教室部)

3名市大のクスノキ(名市大･谷本英一教授撮影)

･4:iJLさ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nuaJ)瓜ニe@cc nagoya-u aC Jp)へご連絡くださいo

(名大トピックス　No144　2005年5月31日発行)



第1回名大祭

2005(平成17)年6月､名古屋大学では恒例の名大祭(テー

マ　道草)が6/2 (木)から6/5 (日)の4日間にわ

たって開催されました｡

さて､例年6月初旬に開催されるという点で全国的にも

珍しい大学祭の一つである名大祭ですが､その記念すべき

第1回が開催されたのは1960 (昭和35)年のことでした｡

以下､大学文書資料室が保管している第1回名大祭プログ

ラム冊子(全28貢)を素材に､ 45年前の名大祭の姿を紹介

しておきます｡

名古屋大学主催･名大祭実行委員会主管という形で開催

された第1回名大祭は､東山･鶴舞の両キャンパスを主

会場とする｢名古屋大学史上初のフェスティバル｣と位置

づけられ､学内には名大祭誕生に対する喜びと期待が満ち

ていたと思われます｡こうした喜びや期待の背景には､少

なくとも二つの要因がありました0 -つは､ ｢たこ足大学｣

ともいわれていた本学において､それまで市内各所に分散

.~l　伽国昭胴楓贈
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第1回名大祭プロクラム

名大集会場案内

｢キャンプ村開設｣案内

4　第1回名大祭開催当時の東山キャンパス

していた部局の東山地区集結が進むとともに､豊EB講堂の

完成(1960年)によって地理的な環境の改善が図られたこ

とですD　もう一つは､ ｢60年安保条約改定｣問題(1958-

59年)や伊勢湾台風被災者への救援活動(1959年)などに

よって､ ｢学生運動｣が盛り上がりをみせていたことですo

以上のような時代背景のもとで開催された第1回名大祭

では､ ｢日本人民のエネルギーの継承と発展の方向を求め

て-日本人民の歴史づくりのために-｣という基本テーマ

が掲げられ､全学的な規模での講演会･討論会･シンポジ

ウムをはじめとして､各学部展示会･施設公開､医学部祭､

自治会･サークルなどが主催する研究発表､音楽･演劇･

舞踊の各公演が期間中に数多く開催されましたo

なお､第1回名大祭プログラム冊子の催し物案内には､

｢キャンプ村開設｣ (6月3 ･ 4 ･ 5日/東山一帯)という

項目が掲載されており､東山キャンパス整備･拡充期なら

ではの行事が行われている点も興味深いです｡

■キャンプ村

東山は絶好のキャンプ地で

有る｡集まって､青春をうた

おうではないか｡学生のファ

イトと集団生活の素晴らしさ

を御覧あれ｡

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室052-789-2046､ nua_oface@cc nagoya-u ac Jp)へご連絡ください｡

(名大トビyクス　No145　2005年6月15日発行)



39 1名大初の女性博士

2003 (平成15)年度の名大における博士号取得者は557

人にのぼります｡そのうち､約4分の1にあたる148人が

女性であり､すでに女性の博士は珍しい存在では全くなく

なっていますo

Lかし､女性が大学教育から疎外されていた戦前におい

て､女性の博士号取得はきわめて稀であり､それだけで大

きなニュースになるほどだったのですo

名大初の女性博士は､早くも名古屋帝国大学(名帝大)

が創設された1939 (昭和14)年に見ることができますo

湯本(旧姓中尾)アサ(1902-1979)という女性でした｡

1902 (明治35)年､神奈川県箱根に生れた中尾アサは､

父親を早く亡くして貧しいなか､母と兄に支えられながら､

その抜群の成績により奨学金などを受け､横浜英和女学校

から東京女子医学専門学校(硯東京女子医科大学)に進み

ました｡同校を首席で卒業したアサは､卒業生で初めて海

13
1湯本アサ(成美学園時代､ 『湯本アサ先生の思い出』より)

2　米国公衆衛生協会欧州視察団(1930年)に加わったアサ

(一列日中央､ 『湯本アサ先生の思い出』より)

3　当時の新聞記事(『名古屋新聞』 1939年8月2日朝刊)

外に留学し､アメリカのミシガン大学から公衆衛生学の学

位を授与されていますo

再度の留学先であるドイツでエリート官僚の湯本昇と結

婚したアサは､ 1935年､夫の赴任先である名古屋に同行し

ます｡そこで金城女子専門学校(硯金城学院大学)の講師

をしながら､名古屋医科大学専攻科で研究を続け､同大学

が名帝大となるのとほほ同時に､ 37歳で博士の学位を得た

のです｡博士論文の題目は､ ｢女子の身体発育におよぼす

職業の影響｣でした｡

その後､戦争による混乱や夫の病気などで研究を断念せ

ざるをえなかったアサですが,戦後は教育家としても活躍

することになりましたo群馬県の教育委負を8年も務めた

のち､ 1956年に母校成美学園(元横浜英和女学校､現横浜

英和学院)の学園長に就任し､以後16年にわたり､同学園

の発展に大きな足跡を残しました｡
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連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nu且_o瓜:e@cc nagoya-u ac Jp)へご連絡くださいo

(名大トピックス　No146　2005年7月15日発行)



40 1青色発光ダイオードと豊田講堂時計台

現在､本学東山キャンパスのランドマークである豊田講

堂は､夜間のライトアップが行われ､時計台にも鮮やかな

青色のイルミネーションが施されています(写真1)｡今

回は､その時計台のイルミネーションについて紹介します｡

本連載第8回(Nol15)で取り上げたように､豊田講堂

は1960 (昭和35)年に完成しましたo　当時､豊田講堂時計

台(直流式塔時計･文字盤直径2m)はライトアップやイ

ルミネーションなども全く施されておらず､昼間しか時計

をみることはできませんでした(写真2)o

では､時計台にイルミネーションが施されるようになっ

たのはいつ頃であるかというと､それは1994 (平成6)辛

度のことですo　ただし､その当時のイルミネーションは､

文字盤および時針･分針に赤色の発光ダイオード(LED)

が組み込まれたものでした(写真3)｡その後､現在のよ

うな青色LEDへと変更されたのは2001年11月のことで､

豊田合成株式会社からの寄付によるものでしたo

守+
l　青色LEDが輝く豊Ef]講堂時計台

2　完成当初の時計台

3　赤色LED当時の時計台

4　世界初のGaNp-n接合型青色LED(1989年)

発光させている1つのLEDの光がウェ

ハー内を通過し､周縁で反射している｡ (名

大トピックスNo138より転載)

5　赤崎記念研究館模型

特筆すべきは､現在の時計台に組み込まれている青色

LEDは､本学の赤崎勇特別教授が本学工学部に在職中の

1989年に発明･開発したもので､豊田合成㈱によって実用

化されたものですo豊田講堂ロビー西側入口手前の壁面に

は､ ｢豊田講堂時計台に用いられている青色発光ダイオー

ドは､本学赤崎勇名誉教授が工学部在職中に開発された

ものであり､豊田合成株式会社の寄付により完成したもの

であるo｣と記された記念プレートが設置されています｡

なお､当時不可能とされていた｢青｣色発光の半導体開

発を世界に先駆けて実現した研究業績は半導体研究に革命

をもたらしたともいわれ､赤崎特別教授は2004年度の文化

功労者として顕彰されています｡また､本学では､ 2000年

度から本学に還元されるようになった青色LEDの国有特

許実施料を活用して､赤崎記念研究事業(特定研究推進､

研究奨励､産学連携推進の3事業)を行っています｡

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nun_oface@cc nagoya-u ac ]p)へご連絡ください｡

(名大トピックス　No147　2005年8月15日発行)



41l NUマーク　ー名大の学章一

てん

図案化されたNagoya UnlVerSltyの｢NU｣に､蒙書体

の｢名大｣を合わせた､通称NU (エヌ･ユー)マークは､

名大の象徴たる学章として､学生バッジや学旗､印刷物､

名大グッズなどに広く用いられています｡

このNUマ-クが公式に名大の学章になったのは最近の

ことで､ 1998 (平成10)年に｢名古屋大学学章取扱要項｣

が定められてからですo　さらに今年3月には､ ｢名古屋大

学学章規程｣が制定され､図案のサイズや字の傾き具合も

決められています(図2)｡色の部分は､本来は黒ですが､

名大の尊厳や品位を損なわなければ､名大カラーの濃緑を

はじめ特に制限はありませんo

ただこのマークは､公式化される以前から長く使われて

きたものです｡もともとは学生バッジのデザインですが､

バッジとしてはそれ以前から､ 1953 (昭和28)年に関学記

念行事として記念祭実行委員会が募集選定した､通称シャ

チバッジ(図3)がありました｡その他にも､黒地に全文

WB

一端

1　NUマーク

2　NUマークの図法(｢名古屋大学学童規程｣)

3　シャチバッジのデザイン

4　四ッ谷3丁目交差点の看板

字で｢名大｣と書いた業者製作のバッジも使われていまし

たが､いずれもデザイン的に評判がよいとはいえなかった

ようです｡

そこで1958年には､学生部の発案で新しい学生バッジが

作成されることになりましたo名古屋大学学生バッジ選定

委員会が組織され､図案の学内公募が行われましたo　そ

の結果､ 68点もの応募の中から､教養部(法) 2年の北川

英之君の作品が選ばれ､これをもとにしてNUバッジが作

られたのでした｡

この頃､ 1954年から56年にかけて､ ｢若草もゆる｣､ ｢大

空に光はみてり｣､ ｢若き我等｣と､現在でも歌われている

学生歌､応援歌も学内募集であいついで選ばれています｡

1949年に新制大学としてスタートしながらも､施設が各地

に分散する｢タコ足大学｣であった当時､こうしたバッジ

や歌は､名大生としての一体感を形として示す､数少ない

ものだったのかもしれません｡
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本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-78912046､ nu且_ofBce@cc nagoya-u ac Jp)へご連絡くださいo
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豊田講堂と勝沼胸像

名古屋大学東山キャンパスにある豊田(とよだ)講堂の

南側ロビー内には､ 1体のブロンズ胸像があります(写真

1)｡これは､日本芸術院会員の清水多義示(たかし)輿

作による本学第3代総長･勝沼精蔵(1886-1963)の胸像

で､本学医学部第一内科同窓会から寄贈されたものです｡

豊田講堂が1960 (昭和35)年にトヨタ自動車工業株式会

社(硯･トヨタ自動車株式会社)から建設寄付をうけたも

のであることについては本連載ですでに触れましたが､そ

の建設寄付をトヨタ自動車工業に持ちかけたのが勝沼精蔵

第3代総長でした0

本学では､ 1950年代後半以降､東山キャンパスの整備が

進むにつれて､戦前の名古屋帝国大学時代からの念願で

あった図書館と大学講堂の建設寄付の実現が課題となって

いました｡しかし､図書館と講堂の同時建設が困難な状況

のなかで講堂優先の方針が定まったことをうけて､勝沼は

トヨタ自動車工業の石田退三社長に対して､同社の創設者

であり､発明王といわれた豊田佐吉の記念事業として1億

円規模の講堂の建設寄付を打診しています｡これをうけた

石田社長は､ 1958年11月に｢折角寄付するのだから恥ずか

しくないものを｣と2億円規模の建設寄付に応じたのでし

たo

勝沼の要請にこたえる形で始まった豊田講堂の建設は､

1959年3月に着工し､翌年5月には竣工しましたo Lかし

勝沼自身は､ 1959年3月末に任期満了にともなって総長職

を退いていましたoその後､勝沼は1963年に他界し､豊田

講堂で告別追悼式が挙行されましたo

1965年11月､医学部から勝沼胸像完成の報告をうけて､

11月3日に豊田講堂で除幕式を行うことが学部長会で認め

られました｡除幕式には､勝沼家遺族や篠原卯膏第5代学

長など関係者約200名が参列しました｡

勝沼胸像の設置場所は､除幕式から約10日後の評議会を

経て豊田講堂ロビーとすることが認められましたo

なお､勝沼精蔵の胸像は､豊田講堂のほかに医学部図書

館内にも設置されています｡

13
1　豊田講堂ロビー内の勝沼胸像

2　勝沼精蔵ブロンズ胸像

3　胸像台の銘版

本達観で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nuaーOBice@cc nagoya-u ac Jp)へご連絡くださいo

(名大トピックス　No149　2005年10月15E]発行)



43 1喫鳴寮から国際喫鳴館へ

2002 (平成14)年､喫鳴(おうめい)寮の老朽化と､増

加する外国人留学生に対応するため､日本人学生と留学生

が共同生活を営む混住型施設として､国際噂鳴館が竣工し

ましたo定員は約300名､居室は全て個室(バス.トイレ･

エアコン付)で､ 3棟のうち1棟は9階建ての高層建築と

なっています｡

これにともなって取り壊された喫鳴寮は､ 1961 (昭和

36)年に完成したものですが､その系譜は大正時代にまで

さかのぼることができますo

喫鳴寮は､ 1920 (大正9)年に創立された名古屋高等商

業学校の構内(硯名市大川澄キャンパス)にあった学生寮

をその起源としていますo噂鴫とは､鳥が友を求めて鳴き

かわすさまをいい(『詩経』小雅の伐木の詩による)､江戸時

代の儒学者で､米沢藩主上杉鷹山の師としても知られる､

細井平洲(愛知県東海市出身)が江戸に開いた私塾｢噂鳴

館｣からその名がとられたともいわれていますQ

i qP

1名高商の噂鳴寮(大正時代)

2 1955年頃の嘆鳴寮食堂

3 1991年頃の哩鳴寮

4　国際喫鳴鶴

戦後の1949年､名高商は新制名古屋大学に包括されて､

経済学部の母体となりました(桜山キャンパス)｡同時に

喫鳴寮も､そのまま名大の学生寮として引き継がれますo

この当時は､学生の約150/oが寮生活をしていましたo

そして1959年､名古屋市が東山キャンパスに新築した校

舎と桜山キャンパスを交換する方式で経済学部の移転が行

われると､国際喫鳴館のある昭和区高峰町の敷地に新しい

学生寮が新築され､嘩鳴寮の名も継承されました｡

大学文書資料室では､嘆鳴寮に関する資料をほとんど所

蔵していません｡このままでは､その歴史が風化してしま

いかねず､本格的な資料の収集が急務であると考えていま

す｡すでに廃止された､豊川分校の振風寮､安城市の碧明

寮､瑞穂分校の旧人高学寮などもふくめた､名大学生寮に

関係する資料の情報をお持ちの方は､どんな些細なことで

もぜひ大学文書資料室までご一報ください｡

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nuaーOiBce@cc rlagOya-u aC Jp)へご連絡くださいo

(名大トビyクス　No150　2005年11月15日発行)
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愛知医専･愛知病院正門遺構

名古屋大学鶴舞キャンパス(名古屋市昭和区)は現存す

る本学キャンパスのなかで最も古く､ 1914 (大正3)年に

本学医学部の前身校である愛知医専(愛知県立医学専門学

校)および愛知病院の移転先として設けられました｡以後､

鶴舞キャンパスは､県立愛知医科大学(1920-)､官立名

古屋医科大学(1931-)､名古屋帝国大学医学部(1939-)､

旧制･新制名古屋大学医学部(1947-)の各キャンパスと

しての約90年のあゆみをへて硯在に至っています｡

この間､施設の拡充･更新や戦災などによって､鶴舞キャ

ンパス内に戦前の面影を残すものはほとんどなくなってい

ます｡しかし､同キャンパス内には､ 1914年移転当時の愛

知医専･愛知病院の門と囲降がそれぞれ遺構として残され

ており､本学の歴史上も貴重なものとなっています(写真

1､ 2)0

これらの遺構は､本学附属病院病棟の新設工事が1999

有害

(平成11)年に行われた際､本学医学部学友会からの建設

寄付によって復元保存のための工事がなされたものですo

この工事では､遺構の構造補強をはじめとして洗浄･補修､

鉄郎など欠損部の新設がなされるとともに､夜間照明装置

や銘板の設置も行われましたo

遺構の復元保存にあたっては､遺構の沿革調査なども際

まえて本学の施設部および本部施設計画推進室(硯･施設

管理部および施設計画推進室)において計画案の検討が進

められました｡遺構は､ 1930年の愛知医科大学時代におけ

る囲障新設･改修工事以降､ 1941年に戦時下の鉄材供出に

よって鉄柵･門扉などが外された時期までの形態にほぼ復

元されているとのことですo

なお､この愛知医専･愛知病院正門遺構の沿革や保存経

緯の詳細については､本資料室蘭『名古屋大学史紀要』 (第

10号､ 2002年刊)を参照ください｡

l　愛知医専正門遺構(手前)と名大附属病院病棟(輿)

2　愛知病院正門遺構

3　移転当初の愛知医専正門(1914年)

4　キャンパスマップ

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文壱資料室(052-789-2046､ nu且_oBice@cc nagoya-u ac Jp)へご連絡くださいo

(名大トピックス　No151 2005年12月15日発行)



451名大グラウンド小史

東山キャンパスの東南端にある総合運動場地区(通称

｢山の上｣)は､多くの学生がクラブ活動や全学教育科目の

スポーツ実習などで利用する施設です｡

歩くとちょっとした時間のかかる､この山の上地区が整

備されたのは､今から45年近く前の1961 (昭和36)年のこ

とですが､それまでの東山キャンパスの運動場は､現在の

工学部4号館と5号館のあたりにありましたo　この場所に

運動場を設置するという構想は､すでに名古屋帝国大学創

立当時からあり､実際に創立後すぐにここが運動場となり

ました｡

敗戦後も､東山キャンパスにこれ以外の本格的な連動場

が増設されることはありませんでしたo　ただ教養部では､

旧制八高から引き継いだ瑞穂キャンパスの運動場が使えま

した｡また､桜山キャンパス(経済学部)には旧名高商運

動場が､旧陸軍歩兵第6連隊兵舎跡の名城キャンパス(本

部､文系学部)､愛知学芸大学安城分校の敷地を転用した

安城キャンパス(農学部)にも運動場がありましたo八事

にも借地のグラウンドがあったようです｡

しかし､ 1950年代末から60年代にかけて､東山キャンパ

スに本部､文系学部､農学部､教養部などが続々と集結し

ます｡そうなると東山にも本格的な通勤場施設が必要とな

りますし､立地条件のよい旧グラウンドの敷地に学部校舎

の増設を求める案も出てきましたDそこで､少し前に追加

取得された山の上敷地に､陸上競技場や野球場が設置され

たのでしたoまだこの地域の開発が進んでいなかった当時､

夕方になると新グラウンドから東山動物園のライオンの吼

える声が聞こえたといいます｡

本誌前々号でも紹介されたように､このたび山の上の陸

上競技場のフィールドに､最新の人工芝が導入されました｡

雨天時の億用やケガの軽減､人工芝が人体に及ぼす影響の

研究など､さまざまな効用や成果が期待されていますo

L:I Lr.J

Lh-. I.軒･:㌣･T
u蒙._.∴ _ー丁､‥ J血静･叫

+
1現在の豊田講堂方面から見た､ 1942年当時の東山キャンパス

運動場

2 1943年の関学式に配布された､名帝大の建設構想を絵画化し

た絵はがき｡右下に陸上トラックが描かれている

3　山の上地区が整備された当時の東山キャンパスの航空写真

(赤で囲った部分が旧グラウンド)

4　フィールドを人工芝化した山の上陸上競技場

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052178912046､ nua_o践ce@cc nagoya-u ac jp)へご連絡くださいo

(名大トピックス　No152　2006年1月15日発行)



46 1名古屋大学｢職員用バッヂ｣

はいよつ

｢本学職負と外来者とを容易に識別し併せて之を侃用す

ることによって本学職員たるの気品を保つに役立たせる

ため一定のバッヂを制定して之を全学職員に侃用させる｣
-これは1948 (昭和23)年3月に作成された簿冊『職員

用バッヂ関係書類綴』に収められている｢名古屋大学職員

用バッヂ図案募集要綱｣の目的規定文です｡

本連載第41回｢NUマーク｣ (No148)で1953年制定の

学生向けの通称シャチバッジに触れましたが､本学ではそ

れより5年前に職員用バッジの制定が行われていました｡

この職員用バッジに関しては『名古屋大学五十年史』 (部

局史-)において､ ｢警備上職員バッチを制定されたい｣

との職員組合の要望を受けて､通し番号入りの職貞バッジ

が作成されたとの記述があります｡

冒頭に紹介した募集要綱は､このバッジ制定にあたって

本学在職者からの図案募集を行った際に作成されたもので

すo同年3月5日に締め切られた図案募集には約140件の

応募があり､総長ほか各部局長等15名の審査負による投票

が行われましたが､採用図案を決めるに至りませんでした｡

1第2回募集で採用された図案(オリジナル､鉛筆書き)

2　オリジナル図案に修正を施したと思われるカラ-デザイン

3　警務員用徽章の図案メモ(鉛筆書き)

そこで､同年4月15日締め切りで再募集を行ったところ約

30件の応募があり､審査の結果､医学部数貞の応募図案が

バッジのデザインとして採用されました(写真1)0

その後､職員用バノジは同年内に2000個が製作され､部

局別の番号区分にしたがって全職員に貸与されています｡

残念ながら､大学文書資料室には当時の職員用バッジが保

管されていませんが､おそらく最終的には写真2のような

デザインで製作されたものと思われます｡また､職貞用バッ

ジの貸与に際しては1949年2月に｢職員用バッヂ取扱要項｣

が定められて貸与台帳による管理が行われ､職貞には通勤

途上および公務執行中の着用､大学離職時の返還ならびに

破損･紛失時の実費弁償などが義務づけられていました｡

本資料室に残されている資料によると､ 1951年からの4年

間に少なくとも40個の紛失届が提出されていますo

なお､本学では職員用バッジとは別に､ 1948年に写実3
きしよう

のようなデザインの警務員用徽章が制定されています｡こ

れは､当時､被服規程に基づく制服の貸与が困難であった

ため､代替措置として行われたものでした｡

r
へを

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nua一〇捉ce@cc nagoya-u ac JP)へご連絡くださいo

(名大トビyクス　No153　2006年2月15日発行)



47F　名古屋大学と歌

一昨年､東京大学では､新校章とともに｢東京大学の歌｣

を定めることになり､歌詞を一般公募しましたが､名古屋

大学では1939 (昭和14)年に名古屋帝国大学として創立さ

れて以来､校歌や大学の歌と正式に呼ばれるものを持った

ことはありませんo　たとえば入学式では､ 1956年に学内公

募で選定された｢若き我等｣が､歓迎の歌として混声合唱

団によって歌われますが､ ｢学生｣歌であるため､大学院

関係の式典では歌われていません｡

しかし､名帝大創立以前の前身諸学校の多くには､それ

ぞれ校歌が見られます｡名大史において明らかになってい

る最も古い校歌は､ 1908 (明治41)年に創立された旧制第

八高等学校(旧教養部の前身)の校歌ですoついで､1920(大

正9)年に愛知県立医学専門学校から昇格した県立愛知医

科大学(医学部の前身)では､昇格祝賀歌の1つで､第3

師団軍楽隊作曲･石田元季教授作詞のものが校歌として歌

われましたo　また官立となった後の1935年には､山EB耕作

l=.]'◆F■EI.LZ1.　h=Jq+
｢flp.TT.qILJZd¢>　JI.･■JOY･1てt Ale)EPJ符k】申せt1-ヽ■),■Ft■,.

水幹井　河か一耶君の件亦7倍

ヽ　L.　㌧H t■.㌧寸　へ･　ji沖双¢r.hL.つOLら母故】仁　方℡ゆ｢名歪り軟)◎二伸とtiR..■Ir.(4..r･..1●■JlJE tr I-(:.I.

-EPiFlO'<.丁で
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常世の池のrlも令する峻烈Uして･N坪-斑紋凌がん野人の

≡叔巷外る8の本9

宰居ゆたけ-ホ･]句の瓢の風も)きざ･<Ah地租の及久..初-
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弟常ににはム峰カに茄えで附-贈る耗-大きー祭-ては杏林永劫の祭あれ輿しき肋港戴け-ち弟矧の恩.b望みでは荊汝に永轍の光あれ園のみ中の粁ESLJ愛ヾし廠敏JJ点むけ,LT光度呈&謬ては
I_LJp_也.'●l.･Ti(缶旺ゆ-用る}]ころ

爪潤越えて響-まで也^使命に鼎みでは鮎がにかか｡勝利あれ

守

作曲･公募作詞による｢名古屋医科大学の歌｣が選定され

ています0 1920年創立の名古屋高等商業学校(経済学部の

前身)でも､その翌年に校歌が作られましたD

もっとも､学生の多くが寮生活を送っていた戦前にあっ

ては､校歌よりも寮歌の方が学生だけでなく市民にも親し

まれ､盛んに歌われましたo　たとえば八高では､いわゆる

校歌よりも､代表的な寮歌｢伊吹おろし｣の方が庄倒的に

有名であり､現在の名大でも体育会や学生寮などで歌い継

がれていますo

寮歌といえば､教育学部の前身にあたる岡崎高等師範学

校には校歌がなく､寮歌が校歌であると位置づけられてい

ます｡これは同校が1945年の敗戦の直前に創設され､さら

にその直後に空襲で校舎が焼失するなど校歌を作る余裕が

なく､名大へ包括されたのち1952年には廃止されてしまっ

たからでもあったようです｡

碓i1けびわり･p･'高らいに

黒潮越ねて　響-･･Nて

我等の大挙の耽々同

法　に決定　へ

1 ｢名古屋医科大学の歌｣の歌詞決定を報じる『名大学友会報』創刊号｡

これに､当時すでに世界的な作曲象であった山田耕梓が曲をつけた0

2　八高の寮歌集(1978年刊)o寮歌などが100曲以上収められている｡

3　岡崎高等師範学校振風寮寮歌(『岡崎高等師範学校五十年誌』より)a

その哀調を帯びたメロディが寮生はじめ学生に愛唱された｡

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nu且_o血ce@cc nagoya-u ac Jp)へご連絡くださいo

(名大トピックス　No154　2006年3月15日発行)



揚輝荘衆善寮一戦前名古屋の留学生宿舎

今年1月､桧坂屋創業家第15代伊藤次郎左衛門祐民氏

の別荘である｢揚輝荘｣ (名古屋市千種区)の主要施設が

2007 (平成19)年3月に名古屋市に寄贈されて一般公開さ

れることが19日付け朝日新聞に報じられました｡大正から

昭和初期にかけて建設された揚輝荘は､覚王山日奉書の東

側に位置し､山荘風建築の｢聴桧閣｣や和洋折衷建築の｢伴

華楼｣などが有名です｡

ところで､戦前この揚輝荘の敷地内には､主にアジアの

外国人留学生が下宿していた衆善寮が設けられていまし

た｡戦前の名古屋には､アジアなどから多数の留学生が来

日して､本学の前身諸学校である第八高等学校や愛知医科

大学などで学んでいました｡衆草案の起源は､祐民氏が日

本とタイとの友好事業の一環として名古屋日蓮協会(のち

の名古屋日泰協会)を設立して､ 1936年に3名のタイ人留

学生を受け入れたことにありますo

その後､衆善寮では､モンゴル･中国･朝鮮民主主義人

民共和国からの留学生も受け入れるようになり､日本人学

生も入寮するようになりました｡上坂冬子著『揚輝荘､ア

揚輝荘の建物配置図

圏[伴華楼]タイ留学生が生乱ていた朗

EE [衆青票]三上孝基寮長の家族と朝臥女性学生が生乱ていた建物

J中-留学生が生活していた建物

い[提棒荘座射日本人学生が生活していた建物

こt_,.･岳-　戸_L.!:,7-fl.

ジアに開いた窓』 (1998年刊)には揚輝荘(衆善寮)にお

ける留学生の生活が描かれており､戦前期､日本とアジア

との関係が悪化する中にあっても､衆善寮内では宮城遥拝

もなく､スプーン･フォークも用意されており､自由で友

好的な雰囲気が保たれていたとされています｡また､食堂

やテニスコートなどの施設設備も整えられており､専属の

料理人も雇用されていましたo　これは当時の寮長であった

三上孝基氏の人柄や尽力によるものであったといわれてい

ます｡

揚輝荘は､ 1945年3月の名古屋大空襲の際に大半を焼失

し､衆草葉も自然に廃寮となりましたo

なお､当時の楊輝荘内には全長約15キロメートルにお

よぶ地下トンネルが設けられていたことが知られていま

すoその建設時期や目的などは今日も明らかではありませ

んが､三上寮長の日記には､戦時下の1944年3月に極秘来

日した注兆銘の療養場所としてこの地下トンネルの利用を

打診されたという記録が残されているとのことです(2006

年12月29目付中日新聞)0

●拾郎姓座敷　OLLg　　阿　〇日　訟　楠　⑳サンタール　砂田　　阿

⑳搾　雪　崩　Orw　松　宇　◎豊彦稲荷　0麻及物群　○温　　室

⑳硯　校　閲　や峠　茶　屈　◎伴　預　倭　◎八丈応四阿　◎弓退場無

⑳端　の　無　○西　行　庵　⑳土　　蔵　○有　芳　軒　○弓　道　場

●不　老　脂　〇三　拭　苧　e栗　廼　屋　⑳在　　席　⑳空　知　舎

揚輝荘(ようきそう)の建物配置図　CD-ROM版｢名古屋大学の軌跡一国際社会との知的交流-｣よリ

1聴松閣(ちようしようかく) ｢あいち地域資源デジタル7Lカイブ｣ウェブペ-ジより

2　伴華楼(ぽんがろう)の全景｢あし､ち地域資源デジタルアーカイブ｣ウェブページより

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-78912046､ nuaーOfBce@cc nagoya-u ac jp)へご連絡くださいo

(名大トビyクス　No155　2006年4月15E]発行)



鏡ケ池　一名大の70年とともに-

1939 (昭和14)年に名古屋帝国大学として創立され､ま

もなく70年をむかえる名大ですが､残念ながら東山キャン

パスには当時からの建築物は残っていません｡ただ､創立

以来名大とともにあり､その歴史を見守ってきたものとし

て､鏡ケ池があります｡キャンパスの北西端に位置する､

面積約11,500rriの大池ですo

この鏡ケ池は､もともとは農業港混用の溜め池でした｡

その後､大正末期から､この一帯の土地区画整理事業が始

まりましたが､あえて埋め立てず､自然の風趣を保存する

ために残されたのですo

東山キャンパスの敷地は､名帝大の創立とほぼ同時に､

地域の土地区画整理組合から鏡ケ池とともに無償で寄付さ

れました｡渋沢元治初代総長は､ ｢緑の学園｣をテーマと

するキャンパス構想をかかげ､植樹に力を入れましたが､

鏡ケ池の水景もその重要な一環でした｡大学の外周に堀を

+i

設け､そこへ鏡ケ池から滝を落とすとか､池の南側を風致

地区にして､学生集会所を建てるなどの計画が立案されて

いますo当時の鏡ケ池は､現在の2倍くらいの面積があり､

形も正方形に近い台形でした｡現在の工学部1号館やベン

チャービジネスラボラトリーなどの地区はかつて池だった

のです｡

ただ学部の東山への集結が始まり､平坦な敷地が少なく

なると､風致ばかりを重視するわけにはいかなくなりまし

た0 1956 (昭和31)年に､工学部拡張のため第1次の埋め

立てがなされ､さらに1979年度にも埋め立てられて､現在

のような細長い台形になったのでした｡

しかし､今でも鏡ケ池は､貴重な水景であると同時に､

さまざまな水生生物や野鳥も観察でき､春には桜の名所と

なるなど､名大の憩いの場であり続けています｡

1947 (昭和22)年当時の米軍撮影による航空写真個土地理院所蔵).現在の北部厚生会熊や工学部7号館のすぐ近くまで池であった｡

1970 (昭和45)年当晩第l次の埋め立て後だが､まだ現在より幅が広い｡

1985 (昭和60年)当晩第2次埋め立てにより､現在の形になった｡

4　現在の鏡ケ池付近図

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052789-2046､ nua-o鮎e@ec nagoya-u ac Jp)へご連絡くださいo
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ちょっと名大史

第11回名大祭　-1970年代の名大祭-

2006 (平成18)年6月1-4日､今年も本学恒例の名大
ひけん

祭(第47回､テーマは夢源)が開催されました0本連載で

は､ちょうど1年前に第38回(No145)で第1回名大祭を

取り上げました｡今回は､その10年後の第11匝Ⅰ名大祭のよ

うすを紹介しますo

第1回名大祭は､いわゆる｢たこ足大学｣の解消(東山

キャンパスへの集結)を背景に､ ｢60年安保闘争｣問題や

伊勢湾台風被災者救援活動などを契機に盛り上がりをみせ

た｢学生運動｣の一つの結晶として始まりましたoその後､

｢学生運動｣の分裂と混乱の時期を経て､ 1960年代後半に

は本学でも鶴舞　東山の両キャンパスで｢大学紛争｣が起

こりました｡第11回名大祭は､こうした時代状況の中で､｢名

大祭活動を通じて･･･自らの学生像を追求してきたo ･-一

人ひとりの学友が考え､悩み､怒り､不満に感じていること､

喜びを感じていることを率直に話し合う中で､ 1970年代の

初頭にふさわしい大学祭をつくりあげようとしてきた｣(節

11回名大祭アピール)ものであったとされています｡

｢変革にいどむ青春一新しい歴史厳粛に迎える我ら真理
てつつい

への情熱を燃やし統一と団結の鉄槌を鍛えん-｣という

テーマのもと､第11回名大祭は東山キャンパスを中心に5

日間の日程で開催されました｡ "長いメインテーマと短い

サブテーマ"の1960年代とは対照的に､ "短いメインテー

マと長いサブテーマ■■が1970年代名大祭の特徴です｡また､

5日間の開催期間中､豊田講堂のホールではテーマ講演(全

5題)や｢情勢講演｣ ｢パネルディスカッション｣ ｢全学シ

ンポジウム｣ ｢全学フェスティバル｣などの全学的な規模

の企画が日替わりで行われており､ 1980年代以降の名大祭

とも一種異なった1960-70年代名大祭のスタイルを見て取

ることができますo

なお､パンフレット裏表紙に印刷された会場案内図には

ほぼ現在の建物配置に近いキャンパスが描かれており､東

山地区集結後10年間に施設設備の整備･拡充が急速に進め

られたことがわかります｡

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-78912046､ nua_o践ce@cc.nagoya-u ac Jp)へご連絡くださいo

(名大トピックス　No157　2006年6月16日発行)



日本学士院賞と名古屋大学

日本学士院は､ 1879 (明治12)年に福沢諭吉を会長に創

立されて以来の歴史を持ち､現在は学術上の功績顕著な科

学者を優遇するための文科省特別機関として､さまざまな

事業を行っています｡そして同院が授与する日本学士院賞

は､日本の学術賞としては最も権威ある質ですo

名古屋大学における歴代受貧者は､広報室が毎年発行し

ている『名古屋大学プロフィール資料編』に一覧が掲載さ

れています｡名大史上の初受賞は､ 1926 (大正15)年､当

時愛知医科大学(医学部の前身)教授､のち名大第3代総

長となる勝沼精蔵名誉教授です｡以来､恩賜貴を含め､こ

れまで22人がEl本学士院賞(戟前は帝国学士院貨)を受賞

しているとされてきましたo　その中には､ノーベル賞を受

けた野依良治特別教授の名前もあります｡

しかしこのたび､附属図書館医学部分館長の山内-信教

授から､ 『プロフイ-)I,』の一覧は小口息太名誉教授の名

前が落ちているのではないかとの指摘がありました｡

普

小口名誉教授は眼科を専門とし､ 1919年に愛知県立医学

専門学校の講師となり､ 1926年には愛知医科大学学長に就

任しています｡ 1939 (昭和14)年､名古屋帝国大学の教授

となり､その直後に定年退官しましたo小口病の発見で国

際的にも著名な医学者ですQ

大学文書資料室で調査したところ､ 1933年に小口が受賞

したのは､厳密には｢帝国学士院賞｣ではなく､帝国学士

院が授与する｢大阪毎日新聞東京日日新聞寄附東宮御成婚

記念貨｣であることが分かりましたo東宮(皇太子)､の

ちの昭和天皇の結婚を記念して創設された資です｡

ただ当時の帝国学士院賞にしても三井家と岩崎家からの

寄付によるものであり､さらに1944年には同記念賞と帝国

学士院賞が合併しているのですから､これを学士院賞受賞

者としてもさしつかえないと思いますo

先月発行の本年度版『プロフィール』には､小口息太の

名前を載せましたo受賞者は23人となったわけですo

1小口忠太(1875-1945)とその胸像(『日本医学のパイオニア( 1 )』より)｡胸像は退官記念に門下生が製作し､名古屋帝国大学に置かれたが､

空襲によって破壊されてしまった｡

2　勝沼精蔵(1886-1963). 1949年から59年まで10年にわたり総長を務め､ 1954年には文化勲章を受けた｡

3　野依良治特別教授｡ 1995年に日本学士院昂を受賞した後､ 2001年にノ-ベル化学賞を受けた0

4 『名古屋大学プロフイ-ル資料編』 (2004-2006年).名大の基礎データを網羅しており､学外者への利便と同時に､学内者も重宝する一冊

である｡

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-78912046, nua_oface@cc nagoya-u ac Jp)へご連絡くださいo

(名大トピックス　No158　2006年7月15日発行)



夏日淑石(金之助) ｢祝辞｣横額　一五高創立10周年記念祝辞-

2006 (平成18)年6月､大学文書資料室あてに-通の電

子メールが届きましたo差出人は本学名誉教授で､約20年

前に本学職員クラブ内の一室にあった横額についての照会

でしたo　その横額には旧制第五高等学校(五高)教員時代

の夏目欺石(金之助)が述べた訓辞らしいものが書かれて

いたが､それは当時のままに現存するのかというものです｡

今回は､この情報をもとに行った調査で明らかになったこ

とを紹介しますD

現場確認の結果､職貞クラブ内に淑石の横額はありませ

んでした｡当時の様子を知っている職員から､かつて確か

に横顔はあったが､約10年前に職員クラブで小火があった

際に焼失したようだとの推測情報を得ただけでした｡そこ

で､職員クラフ建物を管理する部署にも尋ねましたが､そ

の場では具体的な情報は得られませんでした.しかしその

後､同部署から､キャンパス内の別の場所に保管されて

いた横額を発見したとの連絡がありました｡縦36cmx横

158cmの横額(写真1)には､ 1897 (明治30)年10月10

日に五高(熊本大学前身校)の創立10周年記念式で､淑石

が教員庶代として述べた祝辞が書かれていました｡一見し

て､文字は肉筆ではなく印刷のようで､残念なことに横額

裏面に数個の破損箇所がありましたo

熊本大学の五高記念館に尋ねたところ､この淑石の｢祝

辞｣原本(淑石の直筆ではなく代筆と思われる｡写真2)

は同館に保有されていること､約20年前に開催された五高

100周年記念式典の際には同祝辞の複製品が作成･頒布さ

れたことなどが判明しましたo　これによって､本学内にあ

る赦石の横額は複製品であることが明らかになりました0
-万､横顔裏面の破損部分から､額装部材に｢明治二十

年一月廿一日｣と筆書きされた罫紙が利用されていること

が判明しました(写真3､ 4)o　これによって､約20年前

に作成･頒布された複製品の横額部材に上述のような罫紙

が利用されることは通常考えられないこともあって､その

作成時期は不明のままです｡また､何よりもこの横額がど

のような経緯で本学に存在するのかについても明らかでは

ありませんo

i    1本学シンポシオン内の倉庫に保管ざれていた横額

Tr三下~ ;､票悪霊宴芸害悪孟宗芸;:言よ警誓妄芸本(熊本大学五高記念館ウェフペ-ジよ｡'

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nu且_ofRce@cc nagoya-u ac Jp)へご連絡ください｡
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53 1航空医学から宇宙医学へ

宇宙空間という未知の環境が宇宙飛行士の身体に及ぼす

影響の解明は､スペースシャトルや宇宙ステーションなど

の有人宇宙開発における最も重要な研究課題の一つです｡

こうした宇宙医学の基礎となったものに､高高度における

高速飛行という､かつては未知であった環境における人体

を研究する航空医学があります｡

名大における航空医学研究の歴史は古く､名古屋帝国大

学として創立された翌年の1940 (昭和15)年には､医学部

に航空医学二講座が開設され､ 1943年にはこれらが航空医

学研究所(大学附置)として独立しました｡時は太平洋戦

争下､日本の財政は破綻寸前でしたが､航空戦力の増強が

急務とされた当時､航空医学は軍部にとっても必要不可欠

な学問だったのです.

敗戦後､日本の非軍事化を進めたGHQ/SCAP (連合

国軍最高司令官総司令部)の指示により､航空医学研究所

の廃止が決定されましたo Lかし渋沢元治総長は文部大臣

や大蔵大臣と直接交渉し､縮小改組のうえ､環境医学研究

所として存続させることにかろうじて成功したのです｡

その後､ 1960年に航空医学部門が復活し､ 1970年代後半

からは､宇宙医学の研究に積極的に取り組むようになり､

1991 (平成3)年には附属施設として､宇宙医学実験セン

ター(～2005年度)が設置されました0

1992年､環境医学研究所は､日本人初の宇宙飛行士､毛

利衛さんが搭乗したスペースシャトル･エンデバー号を利

用して､ NASA (アメリカ航空宇宙局)などとの共同で鯉

を用いた宇宙酔いの実験などを行いましたo　また､ 1994年

に向井千秋さんが乗ったコロンビア号における､有名な金

魚による実験も同研究所が参画したものです｡

9月30日に｢宇宙から地球へ｣をテーマに開催される第

2回ホームカミングデイでは､毛利さんや向井さんからの

ビデオメッセージ上映､毛利さんが環境医学研究所で実際

に使った無重量実験装置の展示などを行います｡

､I t~ !--冠L*?
･:tt_

IWよこ∴ギ　■1■. tT､.

+
45年ほと前の環境医学研究所｡現在の理学部E館と環境総合鶴の間あたりにあった｡

1966 (昭和41)年に現在の場所(野依記念学術交流館裏)へ移転した｡

創設当時の航空医学研究所(看板)｡当初は名古屋市東区西二葉町(現在は東区白壁､

県立明和高校のキャンパス)にあったが､まもなく東山キャンパスに移転した｡

準無重量実験装鼠当時は日本で唯一の実験装置として知られ､毛利飛行士も本学を

訪れたo

本連載で将介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nu且_o凪ce@cc nagoya-u ac Jp)へご連絡くださいo

(名大トピックス　No160　2006年9月19日発行)



｢名古屋医科大学｣ ｢名古屋帝国大学｣等の学印

2006(平成18)年2月､総務広報課(現在の総務課)内で､

すでに廃印となった公印等28本が箱に収められて書棚奥に

保管されていたことが確認されました(写真1)｡

これら28本の印鑑とともに保管されていた1957(昭和32)

年1月29日付の原議書｢印鑑の保存について｣によると､

それら28本のうち9本の印鑑については｢廃印となってい

る別紙押捺の印鑑今後とも永久に保存する｣こととされて

います(写真2)a ｢名古屋医科大学｣ ｢名古屋帝国大学｣

(2種) ｢名古屋帝国大学総長｣ ｢名古屋帝国大学事務局長｣

｢名古屋帝国大学庶務課長｣ ｢名古屋帝国大学庶務課｣ ｢名

古屋大学数貞適格審査委員会委員長｣ ｢普通試験委員長｣

の印鑑がそれです(写真3､ 4)a

ここでは､ ｢名古屋医科大学｣ (宅医大)と｢名古屋帝国

大学｣(名帝大)の学印について紹介しますo名医大(1931
-1939)および名帝大(1939-1947)は､いずれも名古屋

大学の前身校です｡写真5には二つの石印が写っています

が､左下にあるのが名医大の印面で､右上にあるのが名帝

大の印面です(印影は写真3､ともに印面外寸は60mm平

方)o　この写真ではわかりにくいですが､名帝大のものは

印材に亀裂が入っているため凧糸が巻かれており､その他

の部分にも少なからぬ損傷があります0 -万､名医大のも

のは印材の厚みが15cm程度しかなく､印面裏側には鋸で

切断されたような痕跡がみられます｡おそらく名帝大の字

印は､前身校である名医大の学印を切り落とした印材を再

利用したものと考えられますo

さて､今斑確認された公印等には､上述の永久保存印鑑

(9本)のほかに｢名古屋大学｣の石印も含まれていまし

た(写真6)o　この学印が収められていた封筒には､同学

印が1947年10月1日から1959年3月24日まで便用されてい

たとのメモ書きがあります｡学内に残された記録によると､

この学印は当時の卒業証書や学位記等に使用されていまし

たが､摩滅が著しいため改刻することが1958年12月に決裁

されています｡その後､新たに彫刻された学印(印材は柘植､

印面外寸60mm平方)は､翌年3月18日に制定され､同月

25日から旧印に替えて使用されるようになりましたo

討十
1総務課に保管されていた学印等

2　原議書｢印鑑の保存について｣

(1957年1月29日付)

3､ 4　同上別紙に押捺きれた印影

(全9個)

5 ｢名古屋韓国大学｣および

｢名古屋医科大学｣印面

6　｢名古屋大学｣印面

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(0521789-2046､ nua【o抗ce@cc nagoya-U.ac Jp)へご連絡ください｡
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『八高生のぞ記』 -旧制高校生たちの学園生活-

旧制高等学校のナンバースクールは､戦前における超エ

リートの養成学校ですo卒業生のほとんどが帝国大学に進

学し､各界の指導者として活躍しましたo名古屋にあった

のが, 1908(明治41)年､現在の名古屋市立大学瑞穂キャン

パスに創設された第八高等学校(八高)です｡戦後は名大

教養部となりましたが､戦前も3年間の教養教育機関であ

り､名大教養教育のルーツといえます｡

その八高生の学園生緒を､風刺をきかせながら措いた漫

画集が『八高生のぞ記』です｡ 1928(昭和3)年の創立20周

年記念祭で売り出されたもので､経本のようなじゃばら式

にとじた画帖の形式になっています｡はがき大の漫画は全

部で24点あり､入学から卒業まで､学費を中心に当時の学

校生活のエッセンスがつめこまれ､活気に満ちた生活がい

きいきと描き出されています｡また､キャプションとして､

ユニークな短文の寸評もついています｡昭和初期の時代に

おける､旧制高校の学生文化史･生活史の貴重な史料です｡

これは『八高五十年誌』 (1958年)に再録され､現在で

は八高会(第八高等学校同窓会)の機関紙『伊吹おろし』

に連載の紹介コーナーがありますが､八高卒業生以外に

はあまり知られていません｡ 『名古屋大学大学文書資料室

ニュース』第18号(昨年3月発行)には､加藤鉦治室長(当

時)による詳細な紹介文が掲載されていますo

最近になって､卒業生の遺品の中から､ ｢八高生のぞき｣

が発見されましたo題名は似ていますが､こちらは14枚の

絵はがきであり､内容も講義や部活動など幅広いことが特

徴ですoこちらも作者や制作経緯などが分からず､謎の多

い史料でもありますo

÷P
1 『八高生のぞ記』の表紙

2 ｢4　コンパ　胃袋の現化が無けなしの財布の塵迄はたいて菓子を買ひ､

Y談×談隈芸等々に頑張るところは仲々の見物である｣

3 ｢6　寮雨　時間と労力の経済のために､我輩等最も卓越せる人格者は

寮雨と称する至極便利な方法で､身を軽くし｣

4 ｢13.試験の前夜　さア､普段すっかり怠けてゐるので､試験の前には

ステンに頑張る｡見る間に頑が膨弓毒して､流石は秀才だ｣

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-78912046､ nua-office@cc･nagoya-u･ac Jp)へこ連絡くださいo
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豊田講堂地階倉庫

本学のシンボルの一つでもある豊田講堂については､本

連載で何度か取り上げました｡今回は､少し角度をかえて

豊田講堂の地階倉庫について取り上げます｡
一般の人々にはあまり知られていませんが､豊田講堂の

ロビーやピロティの下(地階)には､総面積約5001ゼの倉

庫エリアがあります(写真1､ 2)｡本連載36号で紹介した

｢田村模型｣は､ 2005(平成17)年2月にこの地階倉庫内で

発見されたものです(写真3)0

ところで､ 1960年に竣工した豊EB講堂は､ 2006年12月か

ら約1年の工期予定で､大規模な改修工事を受けることに

なっています｡これに先立って､今年の夏から秋にかけて

豊田講堂内の備品等の整理･搬出作業が断続的に行われま

した｡その際､大学文書資料室では､ ｢田村模型｣の事例

もあるため､特に地階倉庫内で人目につかず長年保存され

ている大学史関連の資料が存在するのではないかと半ば期

待を寄せていました｡

1､ 2　豊田講堂の地階倉庫入口

および倉庫内の通路

3　発見された当時の｢[日村模型｣

4　豊田講堂画(油彩､ F15号)

事務局職員の手で進められた整理作業では多くの備品類

とともに古い事務文書や印刷物在庫などの存在が確認さ

れ､それらのうち記録史料としての価値が認められるもの

については大学文書資料室で保管することになりました｡

写真4の豊EEl講堂の油彩画は､この整理作業で存在が確

認されたものです｡この油彩画は､木製の額に入れられて

いますが､作者ならびに制作時期は不明ですo豊田講堂の

手前(西)側に措かれているバス停周辺の景色から判断し

て､竣工数年後の様子を措いたものだと思われますo

竣工後46年を経た豊EE講堂は､時の流れとともにその地

階倉庫部分がタイムカプセルのような役割を果たしたとも

いえるのではないでしょうか｡今回の改修後､現在の地階

倉庫部分のうち約2/3の部分が控室として整備される予定

ですが､残る倉庫部分にまた新たなタイムカプセルが生ま

れることがあるのかもしれません｡

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nun_oface@cc nagoya-u ac Jp)へご連絡ください｡

(名大トピックス　No163　2006年12月15日発行)



しょうへい

後藤新平の自筆書掛け軸一後藤と愛知医学校教師柴田郡平-

後藤新平(1857-1929)は､衛生･植民地･都市行政な

どに大きな足跡を残すとともに､内務大臣や外務大臣など

を歴任した､近代El本を代表する官僚･政治家の1人ですo

戊辰戦争で明治政府に敵対した水沢藩に生まれて苦学し

た後藤が､ 1876 (明治9)年に初めて就職したのが､名大

医学部の源流にあたる愛知県公立病院(のち愛知病院)で

した｡そして1881年には､ 24歳の若さで､愛知医学校長兼

愛知病院長に就任しています｡ 83年には名古屋を去った後

藤ですが､愛知医学校の基礎を確立し､全国でも有数の医

学校とすることに力を尽くしました｡

今回紹介するのは､後藤の揮重苦をあしらった2つの掛

け軸で､書は愛知医学校時代の後藤が一等助教諭柴EEl那平

に贈ったものです｡いずれも､柴田の子孫の方々が所蔵さ

れています｡写真2の掛け軸の裏書に｢逓信大臣後藤新平

男ノ書｣とあることから､後藤が逓信大臣の時期(1908年

ml翔.I..,:rt. :;:. I:;Lt;.:.:yt r:.I I.. :... '1 I. I:I.'':I.Ill:'1 I.;I 〃州絹

燕儲

から1913年にかけて)に掛け軸にしたものと考えられます｡

柴田郡平(1825-1898)は､日本や東海地方の西洋医学･

医療の発展に大きな役割を果たした人物です｡尾張国で育

ち､京都や江戸で西洋医術を学んだあと､ 1873 (明治6)

年に名古屋仮病院の当直医となり､その翌年には医学校創

立係に任命されて､愛知医学校の創立に深く関わりました｡

医学校創立後も教貞としで残り､若い後藤校長を支えまし

た｡写真1の啓の奥書には､明治15年の｢新年宴会｣で､

後藤が柴田のために即興で詠んだものを献じたとあり､ 2

人の親密さがうかがえますo

所蔵者の1人である柴田義守氏からは､柴田郡平の蔵書

や個人資料などからなる､ 1,000点近い資料が大学文書資

料室に寄贈されました｡現在､漸次公開を進めつつありま

す｡

件
1柴田光子氏(玄孫､柴田整形外科院長)所蔵

読み下し文　年経ること十五　気愈々清し､只だ皇恩に報いんとする

も志未だ成らず､少女知らず遊子の意､一杯我に勧め平生に沃ぐ

2　柴EE]義守氏(曾孫､元愛知県厚生連海南病院副院長兼整形外科部長)

所蔵　　　　　　　　　　　　　航

読み下し文人の為に善を謀るは是れ公道､未だ肯て章句の中に求めず､

良将良医量に其れ異ならんや､杏林到る処花風有り

3　愛知医学校長時代の後藤新平(後藤新平記念館所蔵､この頃からヒゲ

をたくわえはじめた)

4　両書に捺された後藤新平の落款(新平印信)

※漢詩の読み下しには､杉山理事の協力を得ました｡

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052･789-2046､ nua_o氏ce@cc nagoya-u ac.Jp)へご連絡ください｡

(名大トピックス　No164　2007年1月15日発行)



58 1医学部附属病院分院(束門前町時代)

本学の医学部附属病院分院については､本連載第12回

(No119)で｢東新町時代｣について触れましたo今回は､ ｢東

新町時代｣に続く｢東門前町時代｣について取り上げますo

東門前町時代の分院(写真1 )は､1961(昭和36)年5月に､

市内中区新栄町三TEl (現在の中区栄四丁目)にあった旧

分院(陸田ビル､写真2)から直線距離で約200m北側の

土地に建設されましたo 『名古屋大学学報』 (創刊号､ 1961

年11月1日付)には､名古屋市都市計画の一部として市内

東区東門前町二丁目(現在の東区東桜二丁目)に建築中で

あった新しい分院建物が同年5月に完成し､同年9月下旬

から新建物での業務が開始されたとの記事が掲載されてい

ますo

新しい分院は､鉄筋コンクリート地下一階･地上四階建

て(延べ3,089m2)の規模で､旧分院より700rrfほど狭い施

設でした｡この点について当時の分院長は､新築移転に際

して床面積が減少したことで｢診療その他に色々と不便で

あることは申すまでもない｣と述べています｡

こうした不便を衆知の上で分院移転を実施した背景に

+三
東門前町に開院当時の建物

(『名古屋大学医学部附属病院分院記念誌』 1 997年より)

東新町時代の分院(陸田ピル)外観(同上)

は､当時の文部省内に分院の廃止を求める意見があったよ

うです｡しかし戦前期に陸田志よう氏からの個人寄附を受

けた旧分院は､戦後も本学医学部の第二臨床病院としての

役割を担うことで一般市民や警察･消防関係からも期待を

寄せられていました｡そこで本学としては､旧分院の近く

で国費によらない移転を模索して名古屋市との折衝を重ね

た結果､実現した分院移転だったのでした0

1961年11月14日､分院の移転披露式が分院中庭を会場に

120名の出席者を得て開催されました｡同披露式では､約

18年間にわたって地域医療に貢献した旧分院建物を記念し

て､その寄附者である陸田民に旧分院建物の石膏模型が贈

呈されました(No119参照)｡これに対して､翌1962年10

月には陸EEI直行氏から､新築移転を記念して新分院の敷地

内に噴水の設置寄附がありましたo写真3は､陸田氏から

の噴水寄附を記念して､新分院の玄関前に掲げられていた

銘板ですo

この後､分院は1979年に東区大幸一丁目に移転し､1996年

5月に本院に統合されるまでの｢大事町時代｣を迎えます｡

･中区役所　　0

[撃取､旗亘＼
＼【蔓亘亘憂国

冠詞盟
3　分院玄関前に掲げられていた銘板

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(0521789-2046､ nuaーOfRce@cc nagoya-u ac Jp)へご連絡ください｡

(名大トビyクス　No165　2007年2月16日発行)



-■■■■■

ちょっと名大史　養蚕空襲+キ棄

59 1農学部旧安城キャンパス記念碑

昨年､1951 (昭和26)年から1966年まで名大農学部があっ

た旧安城キャンパスの跡地､安城市総合運動公園(安城市

新田町)に､ ｢名古屋大学農学部創設発展跡地之碑｣が建

てられましたo

一昨年6月､農学部第1回卒業生の卒業50周年祝賀会が

開かれました｡これをきっかけに､第1回卒業生から記念

碑建立の捷案がなされ､昨年3月､瓜谷郁三名誉教授を会

長とし､安城時代の教職貞､第1回卒業生､鈴木国夫農学

部同窓会会長､松田大学院生命農学研究科長などを委貞と

する､名古屋大学農学部創設発展記念会発起人会が発足し

ましたo

そして6月には､瓜谷会長から神谷学安城市長に対し､

農学部跡地への記念碑建設の要望書が櫨出されましたo

｢日本デンマーク｣と呼ばれた安城市(当時安城町)は､

農学部を熱心に誘致し､附属農場も安城町の提供によるも

のでした｡また､ 1935 (昭和10)年に設立された産業組合

(現農協)立の安城更生病院には､医学部の前身の名古屋

医科大学が全面的な支援を行うなど､名大と安城は戦前か

ら浅からぬ関係がありました｡今回も､安城市のご好意に

より､敷地が無償貸与されています.

建設費については､安城時代の関係者を中心に募られま

したが､ 3カ月の間に目標額を上回る募金が集まり､昨

年11月11日に､神谷安城市長､発起人会メンバーのほか､

115名の臨席を得て除幕式が行われましたo

現在､名大農学部時代の面影をしのばせるものといえば,

当時テニスコートの隣にあった松林の一部のみで､記念碑

もその近くに建てられました｡すでにここには､農学部の

前に同地にあった愛知青年師範学校(戦後愛知学芸大学安

城分校)の記念碑がありますo今B]の建碑によって､農学

部の基礎を築いた安城時代の記憶を残すとともに､この地

の由緒の記憶も1つにつながったといえるでしょう｡

1今E]建てられた記念碑(白御影石､ 95×170×95〔rn),後ろに

見えるのが愛知青年師範学校の記念碑.

2　除幕式の記念写真｡安城市総合運動公園は､名鉄新安城駅も

しくは｣R安城駅から名鉄バスで10分(｢総合運動公園｣下車)｡

記念碑は､公園の西端､野球場の西側にある.

3　安城キャンパスの航空写真｡写真中の赤丸の地点に記念碑が

建てられた｡その下方に現在ごく一部が残る松林が見える.

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052178912046､ nua_onice@cc nagoya-u ac jp)へご連絡ください｡

(名大トピックス　No166　2007年3月16日発行)



名古屋帝国大学初代総長淀揮元治関係資料

溢揮元治(1876-1975)は､ ｢日本の近代資本主義の父｣

といわれる溢滞栄一を叔父にもつ人物で､戦時下の多難な

時代に創設された名帝大の初代総長(1939-1946)として､

草創期本学の基礎づくりに尽力しました｡

漉津は､東京帝国大学工科大学(電気工学科)を卒業後､

叔父栄一に随行して欧米を外遊し､帰国後は逓信省に勤務

しました｡この逓信省時代に工学博士学位を取得し､のち

に東京帝国大学教授を兼任しながら逓信省電気局技術課長

に任命されていた時期もありました｡

溢浮の生涯等については自著『五十年の回顧』 (1953) A

『思い出の随想』 (1974)のほか､手近なものとしでは大学

文書資料室発行の名大史ブックレット6 (デジタルブック

版･冊子版)などで知ることができます｡

1955 (昭和30)年､溢洋は電気事業行政および電気工学

技術の研究教育における功績が評価されて､電気関係者と

して初めて文化功労賞を受賞しました｡この受賞を契機に

有志によって｢泌滞元治博士文化功労賞受賞記念事業委員

会｣が設置され､翌56年に｢溢揮賞｣が創設されて今日に

至っています｡

漉揮元治の没後10年にあたる1985年､ご遺族が深谷市の

溢揮生家敷地内に､日本語教育や国際親善などを目的とし

た外賓人留学生のための｢泣捧国際学園｣が開校しました｡

そしてこの学園のなかに｢漉揮元治記念館｣が設置され.

鮭滞元治が生前使っていた机･椅子などの品々や蔵書･ア

ルバム･書簡などが保存展示されていました｡

その後､同記念館はご遺族が他界されたこともあって､

2000年の春に閉館となりましたo　開館後､残された資料の

保存管理が問題となりましたが､多くの関係者の協力も

あって2001年3月にその資料が名古屋大学に寄贈されるこ

とになり､現在は大学文書資料室がその管理を行っていま

すo　なお､大学文書資料室では､今年度からこの溢揮関係

資料の一般公開を行っています｡

監≡芦誓萱

1　名大史ブックレット6

(デジタルブック版はhttp 〟nua Jrmu nagOya-u aCJP/booklet/)

2　｢池澤元治記念館｣看板(たて約50⊂mXよこ約180cm)

3　云塩澤元治記念館内の展示のようす

4　大学文書資料室に移管された溢溝元治関係資料(一部)

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nuaro凪ce@cc nagoya-u ae Jp)へご連絡ください｡

(名大トピックス　No167　2007年4月17日発行)



地域社会に支えられてきた名古屋大学

名古屋大学では､昨年6月､創立70周年事業として､ ｢名

古屋大学基金｣を創設しました｡長期的な大学基盤の整備

のため､多くの企業･団体･個人の皆様にご協力をお願い

しています｡

歴史をひもときますと､名大が一貫して名古屋を中心と

する地域によって支えられてきたことが分かりますoそも

そも明治初期､名大の源流にあたる愛知医学校が､浄土真

宗からの寄附と新地方税の6万円によって設立されたもの

でした0　6万円は､現在の約7億円にあたります(同年代

の標準米価格で換算､以下同じ)0

また､ 1920 (大正9)年に県立愛知医科大学に昇格した

時は､県会でその費用約70万円(現在の約10億円)の支出

が可決されています｡県の歳出総額がようやく1,000万円

をこえた時代です0 1931 (昭和6)年に官(国)立に移管

され名古屋医科大学となった際にも､県から国へ50万円(約

14億円)が寄附されましたD

そのほか､旧教養部の前身にあたる官立第八高等学校
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東海文化の誇-
名帝大けふ誕生

浪漂博士非常時組長ふゎ

(1908年)は､愛知県による約30万円(現在の約10億円)

の､また経済学部の前身にあたる官立名古屋高等商業学校

(1920年)は､県と名古屋市からの約64万円(約9億円)

の国-の寄附によって誘致されましたo

そして､ 1939年に名古屋帝国大学が創設された際には､

愛知県がその創設費全額の900万円(現在の約128億円)を

負担したのでした｡これは､同年度の県歳出総額の約20%

にあたるものです｡広大な東山キャンパスの敷地も地元か

ら無償で提供されました｡

戦後の復興や学部新設も､名古屋帝国大学復興後援会が

結成されるなど､地域の全面的な協力によるものでしたo

とりわけ農学部の創設には､県や諸団体から約1億円(当

時の県歳出が約105億円)が寄附されています｡

名大は日本の基幹大学の一つであり､世界水準の教育･

研究を推進する知の拠点であるのはもちろんですが､こう

した歴史をみる時､地域社会への貢献も忘れてはならない

と思います｡

l　天王崎にあった1880年頃の公立医学校･公立病院(翌年愛知医学校･

愛知病院となる)の校舎(右-北側) ･病棟(左-南側)図｡現在は

名古屋市中区栄1 T日､卜-工ネックの社屋がある｡ 1914年に鶴舞

キャンパスへ移転した｡

2　第八高等学校全景0 1964年まで名古屋大学瑞穂キャンパス(教養部)

として使われていた｡現在は名古屋市立大学山の畑キャンパス(名

古屋市瑞穂区瑞穂町)になっている｡

3 1939年､名帝大医学部になる直前の名古屋医科大学全景(現在の鶴

舞キャンパス)｡

4　名古屋帝国大学の誕生を報ずる大阪朝日新聞(193941). ｢東海地

方多年の熱望こゝに成ってけふ一日花やかにも東海文化の最高峰わ

れらか名古屋帝大は創設された｣o

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nu且_ofBce@cc nagoya-u ae Jp)へご連絡ください｡

(名大トビyクス　No168　2007年5月15El発行)
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62 1第22回名大祭　-1980年代の名大祭-

2007 (平成19)年6月7-10日､今年も本学恒例の名大

祭(第48臥　テーマは｢彩幻～サイゲン～｣)が開催され

ました｡今年は､豊田講堂が改修工事中のため､名大祭史

上初めての豊田講堂をメインステージとしない名大祭とな

りました｡

名大祭については一昨年(第1回名大祭)､昨年(第11

回名大祭1970年代)もこの時期に取り上げましたo今年

は､ 1980年代名大祭の特徴をよく示している第22回名大祭

を取り上げます｡

第22回名大祭のテーマは､日本国憲法前文からとった

｢われらとわれらの子孫のために｣でした｡本連載の第50

回(No157)で指摘したように､ 1960-1970年代の名大祭

テーマはメインテーマとサブテーマで構成されていまし

た｡しかし､ 1980年代の名大祭では基本的にはメインテー

マのみが決められるようになり､メインテーマ自体も短く

なっていきました｡また1980年代以降は､メインテーマに

直結する｢テーマ企画｣が次第に姿を消していく傾向がみ

られました｡

第22回名大祭パンフレットのテーマアピールをみると､

当時の政治･社会情勢に対して､ ｢憲法9条の解釈改憲に

とどまらず『再検討して改憲を』と企み､　まさに､ 『恒

久平和』の理想に大攻勢がかかっている｣との認識をもち､

｢防衛論議や改憲論議がとかくすると一般人の頭上で交錯

している今､意法五原則(国民主権､恒久平和､議会制民

主主義､人権の尊重､地方自治)を日常生活から判断する

ことが大切である｣と書かれています｡そして､このテー

マに連動する形で､実際の名大祭では学外講師による1時

間のテーマ講演が｢オープニングフェスティバル｣の中で

開催されていますo

Lかし､パンフレットの目次や｢企画日程表｣をみる限

り､この｢テーマ講演｣の存在を確認することはできま

せん｡ここに､ ｢テーマ企画｣の存在感が薄くなる一方で

｢オムニバス企画｣が目立つようになってきた時期である

1980年代名大祭の特徴の一つを読み取ることができますo

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nua_o抗ce@cc nagoya-u ac Jp)へご連絡くださいo

(名大トビyクス　No169　2007年6月15日発行)



たきがわゆきとき

瀧川文庫一瀧川幸辰博士の蔵書-

名古屋大学附属図書館では､瀧川幸辰博士の膨大な蔵書

｢瀧川文庫｣を所蔵し､研究利用に供しています｡

瀧川幸辰博士(1891-1962)は､京都(帝国)大学法学

部教授､戦後は同大学総長となった刑法学者です｡ 1933(昭

和8)年､政府は著書を発売禁止にしたうえ､瀧川自身も

辞めさせようとしました｡瀧川は大学の教官や学生､全国

の支持者とともにこれに抵抗しますが､辞職をよぎなくさ

れました｡ファシズムによる思想弾圧の端緒として教科書

にもとりあげられる､いわゆる瀧川事件ですo

その瀧川の蔵書が,なぜ生前に特別な関係のなかった名

大に所蔵されることになったのでしょうか｡

瀧川と長男の瀧川春雄阪大教授(のち大阪高裁判事)は､

これらを公共の図書館に一括して寄贈し､広く研究者の利

用に供したいと強く希望していました0　2人の死後､ご遺

族はその遺志をはたすべく､受け入れ先をさがしはじめま

したo

当初ご遺族は､瀧川父子と親交のあった団藤重光博士

(最高裁判事)を通じて最高裁判所に申し入れましたが､

法律書だけならば可能との回答でした｡しかし､それでは

遺志に反することになりますoそこで団藤博士は､直弟子

の大塚仁名大法学部教授(硯名誉教授)を紹介し､ 1983 (昭

和58)年に名大法学部へ一括寄贈のはこびとなったのでし

た｡その後､ 2005 (平成17)年度に中央図書館へ移管され､

利用受付を法学図書室がおこなっています｡

この文庫は､約1万冊の和書､約3,400冊の洋書､ 364の

和洋雑誌などからなっています｡とりわけ瀧川が戦前のド

イツ留学時代に買い集めた洋書は､第2次世界大戦で多く

の書物を失ったドイツにおいても入手が困難なきわめて貴

重なものですo和書の多くは社会･人文科学書で､創立が

遅く戦前の文献が多いとはいえない名大の蔵書をおぎなう

とともに､瀧川の学識と教養の広さをうかがうことができ

ます｡また､手稿やスクラップ､遺品などの個人資料は法

学図書室に保存されています｡

瀧川文庫は､その学術的価値と同時に､瀧川幸辰博士を

語る資料として､長く保存されていくべきものと思います｡

11213

1深川幸辰博士(瀧川文庫より).京都韓国大学辞職後は､研究活動を続けると同時に

弁護士として活動した.敗戦後､京大に復職｡

2　瀧川文庫o法学部によって整理され､ 『瀧川文庫目録』(全3冊)が刊行ざれた｡現在､

図書は中央図書館1階に配架されている｡

3　瀧川の蔵書が名大へ寄贈されることを報じるm中E]新聞』 (1983年4月16日夕刊)a

弾圧事件のメモなど

未公開の資料も

fIp I r　　.二　.+■　▼.).JET.　'-J　■.r■･.pJ L　喜_.4･■■.人
1■ハLrt PI._(.,.■■L_･]J IT■　′■Lf■,TI.■rL　■一■　■†,一　SIP　■■▲ゼ■.I

かつてdんでい義山bZ毒し岳のM空軍)票トルストイtW広(う題rLIt事三喜)
uJp　:■■JiE,tJまtT,JF..ヽ.li■▼.､Il･_一J..､J i rrrT.､lNi,I__*■一て　■､L'..■　▼ヽrrL..一J　■t.■■d一三●'L･.　1-t一｢tt.Jft･I

r､■t_1-I.,_■を　JL_LqL.■叫■.･Jf･J▼　lTt　■一,1一L1　′_･lJ_-　F･･■･

悪YほとんどlI■LJ LJKZ藁何句事山払ハに+曲､∀旨甘Jl轄廿dlrD大へ拓しいゥ蓋五

■13]T_.ト●■へ.■■lt一-■●7'prTr F.TI..▲It■E*1B,7　∵)'･LrTI.I..■■■事7-4　■■上人4人▲方フヽ至れて伎t萱草ー十が亡空々tpDthノートr_u喝墓-の書レて十切に苧たい.が的:硝閑誠謂絹絹　団藤判事が遺族との緑を結ぶ

LJl▼　4　事_r

淀川聾.:二万冊そっくり名大に寄贈

●r･■■J'1.■･_.
･F rl I川Ar CF.∫■Jt■･.一tJb'i

毒しLL-t考

I-_■･JJrJIJ.t

I-撃蔓G]●の一--議員句7一七ノ

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nua_o氏ce@cc nagoya-u ac Jp)へご連絡ください.

(名大トピックス　No170　2007年7月17Eト発行)
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64 1明治初年愛知県公立病院外科手術の図

｢明治初年愛知県公立病院外科手術の図｣ (額装サイズで

縦993cm x横1238cm)は､本学附属図書館医学部分館内

の医学部史料室に額装された状態で保管されていますo　こ
しばたほうしりう

の図は､愛知県出身の浮世絵画家である柴田芳洲が措いた

もので､正確な制作年は明らかではありませんが､ 1880年

頃のものと考えられています｡

国中の左上に書かれた｢学士老烈先生嘱｣との文字から､

明治期の｢お雇い教師｣であるローレツ(アルブレヒト･

フォン･ローレツ､オーストリア出身､ 184611884)の依

頼に応じて措かれたものであることがわかりますo　この環

では､当時天王崎町(現在の名古屋市中区栄一丁目)に新

築された愛知県公立病院(1877-1881)内と推定される一

室での外科手術の様子が描かれ､患者を含めた7名の人物

が措かれています｡これらの人物のなかには名古屋大学史

のみならず､日本の近代医学史の観点からも枢要な人物3

名一左端に措かれた和服姿で眼鏡をかけたローレツ､中央

に措かれた洋服姿の片膝立ちで執刀している後藤新平､そ

の右横で患者の右腕を支える和服姿の司馬凌港-が描かれ

ているといわれていますo

ただし実際には､この3名がここに描かれたような形で
一堂に会することは不可能でしたから､この図は実際に行

われた外科手術のようすを描写したものではありません｡

また､この図の制作を依頼したローレツは､当時30歳を超

えたばかりの青年医師でしたが､ ｢老烈｣の表記にちなん

で自身を老人風に描かせているともいわれていますo

この図は､登場人物などに虚構性が認められる絵画では

ありますが､そこに措かれた手術情景については｢スキン

ネル　マスクを用いて施されたクロロフォルム麻酔下の手

術記録､しかも視覚的記録としては､日本の近代外科史上､

最古に属すると言われる｣ものと評されています(第24回

日本医学会総会｢医学史展示｣図録『尾張から見た日本と

世界の医学史』 1998年)0

一　　　二　一　　･

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nuaー0mce@ce nagoya-u ac Jp)へご連絡くださいo

(名大トピックス　No171 2007年8月20日発行)



G･C･アレン一日英のかけはしとなった外国人教師-

現在､名古屋大学には20カ国80人の外国人専任教員が在

籍しています｡国立大学に講師以上の外国籍教員を任用で

きるようになったのは1982 (昭和57)年からですが､それ

以前から契約等により｢外国人教師｣を雇用することは

認められており､名大の場合､その歴史は前身諸学校に

までさかのぼります｡前回登場した､愛知県公立病院の

ローレツはその草分けです｡

そのほか､名古屋高等商業学校(名高商)や第八高等学

校にも､主に外国語を担当する外国人教師が多くいました｡

その1人が､名高商のイギリス人教師G･C･アレン(George

Cyrll Allen､ 1900-1982)です｡

アレンは､バーミンガム大学商学部を卒業し､大学院で

修士号を得てすぐの1922 (大正11)年､名高商に教師とし

て赴任するため来日しましたo商業学や商業史､英語を担

当したアレンですが､学生に強い印象を残しながらも､わ

ずか2年半で日本を去っていますo Lかし､アレンの日本

との本当のかかわりは､ここからはじまったともいえます｡

アレンは帰質後､ 1)ウアプール大学教授などをへて､戦

後はロンドン大学教授となりますが､主要研究テーマに英

国ではほとんど研究されていなかった日本経済を選びまし

たoその著書は17冊を数え､書名に｢日本｣を含むものが

11冊もあり､ 3冊が邦訳されていますoその多くが､日本

の特性を理解し､その経済発展に寄与しようという好意的

な視点から書かれたものです｡また､第二次大戦終結直後

にイギリス外務省経済産業企画室日本担当部長に就任した

際には､極東委員会に日本への寛容な対応策を進言しっづ

けましたo

こうした日本研究や日英友好に大きな功績を残した

アレンに対し､日本政府から1961年に勲三等旭日中綬章が､

また1980年には国際交流基金賞が贈られていますo

アレンは1980年の受賞あいさつの中で､ ｢私には二つの

誕生日があります｡一つはイギリスでの1900年に私が生ま

れたEl.そしてもう一つは､日本での誕生日ですo　それは

私が来日した大正11年のことです｡｣と述べています｡

1初めて来日した頃､ 22歳のアレン(『第参回卒業記念　名古屋高等

商業学校』､ 1926年3月､大学文書資料室所蔵キタン会旧蔵資料)0

2　G･⊂･Allen著『Appomtment lnJapan-Me｢norlesofSIXtyYears-』

(London. 1983)｡フックカハー裏表紙の『一美国人教師のみた日

本　回顧六十年』は邦題だが､内容は英文C　アレンから見た名高商

や名古屋の様子が生き生きと描かれているだけではなく､外国人に

よる日本論としても高く評価されている0

3 1979年春に来日し､名大経済学部などを訪れた闇のアレン(当時は

ロンドン大学名誉教授)｡経済学部の図書室で撮影されたものと推定さ

れる( ｢アレン教授来名写真集｣､大学文書資料皇所蔵キタン全旧蔵資料) ｡

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nua_oface@cc nagoya-u ac JP)へご連絡ください｡

(名大トピックス　No172　2007年9月18El発行)



『名古屋大学五十年史』一部局史･通史･写真集-

名古屋大学は､その淵源をたどれば1871 (明治4)年の

仮病院･仮医学校にまでさかのぼることができますoただ

し､名大では1976年11月に開かれた評議会で､名古屋帝国

大学官制施行日である1939年4月1日を名大の起点とする

ことが提案･承認されましたo

その後1984年3月には､名大創立50周年記念事業の内容

について予備的な検討を行うための委貞会が設けられ､同

年12月の評議会では､ ①名大史の編さんと刊行､ ②｢学術

交流基金｣ (仮称)の創設､ ③記念施設の建設､ ④記念行

事の実施が承認されました｡そして記念事業を実現するた

め､名古屋大学創立50周年記念事業委員会と名古屋大学史

編集委員会の両委貞会が設けられました｡なお､この記念

事業を後援するため､ 1987年9月には愛知県知事･名古屋

市長･地元企業などからなる総勢1450名規模の名古屋大学

創立50周年記念事業後援会(会長は名古屋商工会議所会頭)

が発足し､募金活動などが展開されました0

1989 (平成元)年11月9日､創立50周年記念式典が開催

｣囲4

1部局史編集内リーフレット

2　通史編案内り-フレット

3　写真集案内リーフレット

4　編集室表札(1985-1996)

5　大学史資料室表札(200卜2004)

され､学内外から関係者1500名の出席を得ていますo　これ

に先立ち､同年10月末には｢初めての正史｣として『名古

屋大学五十年史』(部局史1･2)が刊行されました｡また､

1991年12月に『写真集名古屋大学の歴史1871-1991』､

1995年10月には『名古屋大学五十年史』 (通史1 ･ 2)が

それぞれ刊行されていますo

これらの名大50年史刊行物の編集作業は､左記に述べた

編集委員会のもとに設置された名古屋大学史編集室が中心

となって行われましたo　この編集室は予定された編さん事

業を終えた1996年3月末に廃止され､翌4月には｢名古屋

大学史に係わる資料の恒常的な収集､整理､保存及び活用

並びに調査及び研究｣を行う名古屋大学史資料室が設置さ

れています｡その後､同室は2001年4月に大学史資料室へ

と改称され､さらに2004年4月には名大の国立大学法人化

に際して現在の大学文書資料室に改組され今日に至ってい

ます｡

一　　　　日,- lil_ Jこ:i::

大学史資料室
Nagoya University Archives N

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nua_ofEce@cc nagoya-u ac Jp)へご連絡くださいo

(名大トピックス　No173　2007年10月15日発行)



67 1伊勢湾台風と名古屋大学

今年もいくつかの台風が日本列島を通過して大きな被害

をもたらしましたが､戦後の東海地方が甚大な被害をこう

むった台風といえば､やはり1959 (昭和34)年9月の伊勢

湾台風がまっさきに挙げられるでしょう｡

上陸時の中心気圧が9295hPaというこの超大型台風に

より､愛知県では約3,300人の死者･行方不明者､約5万6,000

人の負傷者を出し､被害総額は3,224億円にのぼりましたo

もちろん名大も例外ではありませんでしたo死者はl名に

とどまりましたが､教職員は家屋の半壊以上59名､床下浸

水88名をはじめとする大きな被害をうけました｡また､ 7

割の学生が何らかの被災に遭っています｡

被害も､当時は老朽化した木造建築物が多かったことか

ら､極めて大きなものとなりました｡台風の翌年に作成さ

れた調書によれば､被害見積もり額は約1,600万円､復旧

見込み額は約4,900万円とされています｡小学校教員の初

任給が1万円に満たなかった時代ですo

その一方で､被災者の救援活動に名大関係者が多く携わ

りました｡学生大会は救援活動への積極的参加を議決し､

教養部学生災害対策本部が結成されました｡これにより､

のベ3,000人の学生が､泥海が残る過酷な状況で救援活動

に従事し､社会の大きな共感をよびました｡

医療活動においては､医学部や附属病院の関係者が大き

な役割をはたしました｡附属病院では､ 7名からなる風水

害雁災者救護班が7つ編成され､行政の要請に応じて出動

しましたo医学部学生も､授業に替わる実習として救護班

に参加したほか､独自に医療班を結成して被災各地をまわ

りましたo

愛知県議会は､名大の教職員や学生による救援活動に対-

し､感謝決議をおこなっています｡しかし､以上のような

被災と活動のため､授業や試験が半月以上も中断し､教養

部の文化祭は中止をよぎなくされましたo

斗止
l　屋根が吹き飛ばされた教義部(瑞穂キャンパス)の体育館｡屋根を失った建

物は限られているが､ほとんどの瓦が飛ばされてしまった建物は少なくない｡

2　文字通りの｢泥海｣の中を行き交う人々｡救援物資を運ぶ学生の塗が見える｡

3　名古屋近辺の大学生か結成した｢被災学生を守る会｣による記録雑誌『伊勢

湾台風』 (1960年4月).当時としては異例の1万部を発行した8

4　台風直後の農学部校舎(安城キャンパス)o仮設建物が多いこともあり､ほと

んどの校舎が大きなダメージをうけた｡笑顔器具や装置は､遠くまで吹守飛

ばされたものもあり､修理をせずに使えるものはほとんどなかったというo

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nu且_oface@cc nagoya-u ac Jp)へご連絡ください｡

(名大トピックス　No174　2007年11月15日発行)



681自校史教育　一名大の歴史をたどる-

2007(平成19)年度硯在､名古屋大学では全学教育科目(全

学教養科Ei)として､新入学生を主な対象とした前期授業

｢名大の歴史をたどる｣を開講しています｡学生に対して

自らの大学の歴史を講義するタイプの授業は｢自校史教育｣

と呼ばれ､国内では10年ほど前から一部の私立大学で試行

的な取り組みがなされていました｡私立大学では多くの場

合､いわゆる｢建学の精神｣に基づくアイデンティティの

追究が不断に求められる過程で自校史が常に意識される傾

向が強いことから､こうしたタイプの授業が行われるよう

になったと思われます0

本学における自校史教育は､1999年度に大学史資料室(大

学文書資料室の前身)によって始められました｡当時は2

年生を対象とした｢日本の大学-近代日本と名古屋大学-｣

という講義名で開講されており､初年度の受講生はわずか

12名でした｡その後､この講義名は2003年度に｢名大の歴

史をたどる｣と改められ､ 2004年度からは平野総長による

｢総長講義｣ (1コマ分)が組み込まれ､さらに2006年度か

らは200名以上の受講が認められる大人数講義に位置づけ

られて今日に至っています｡

本学の自校史教育の特色は､総長講義実施のほかに､半

期の講義を総説編と各説編に分けて､前者で通史的な授業

を行った上で後者では特定のテーマごとに名大史を取り上

げるというスタイルをとっている点にあります｡さらに､

この各説編の教材として使用される｢名大史ブックレッ

ト｣シリーズ(既刊12巻)は､受講生のみならず学外者か

らも好評を得ており､大学文書資料室ホームページ上で電

子ブック版が公開されています｡

また､今年度で4回日になった総長講義については､初

回分からの授業記録が公表されており､特に2005年度分以

降のものはDVDに録画されて本学附属図書館の視聴覚資

料に登録されています｡

なお､本学では1998-2000年度ならびに2007年度には､

自校史教育のダイジェスト版である自校史講義が新規採用

職員研修のプログラムに組み込まれています｡

+
1開講初年度(1999年度)の授業風景

2　2007年度の授業風景(平野総長による講義)

3　自校史教育の教材(名大史ブックレット)

4　総長講義の記録

(2004年度は記録冊子､ 2005年度以降はDVD)

本連戦で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nuaー0銃ce@cc nagoya-u ac Jp)へご連絡ください｡

(名大トピックス　No175　2007年12月17日発行)



~- ∴名ノこ吏

名大トピックスー15年のあゆみ-

本誌『名大トピックス』は､ 1993(平成5)年2月に創刊

され､来月で15周年をむかえます｡当時､すでに『名古屋

大学学報』がありましたが､こちらは学内規則､人事異動

などの記事が中心で官報的性格が強く､年4回の発行でし

た｡大学をめぐる新しい潮流や動向を適確に伝達し､本学

の構成月と意思疎通を図ることを目的とし､本学での主要

な出来事や話題などのニュース性を重視した記事を中心に

提供する広報誌として本誌は創刊されました0

本誌は今月号で176号を数えますが､特集号･特別号と

して号外も出しています｡科研費特集号が最も多く､そ

のほかには21世紀COE特集号､定年退官教授の特集号､

新年特別号が見られますが､ 2001(平成13)年10月には､

野依良治特別教授(当時大学院理学研究科教授)のノーベ

)i/化学賞受賞を報じる特別号が刊行されましたo　また､号

NAGm UNIVERSJTY lて)Pl(:5

帯嘩
轟同曲

外ではありませんが､ 2000年3月には､名古屋大学学術憲

章の制定を別冊で報じる号も見られます｡

皆さんの記憶にも新しいところですが､本誌は2005(平

成17)年4月(第143号)から誌面のスタイルを一新しまし

たoそれまでは表紙と裏表紙以外はモノクロでしたが､全

ページカラーとなりました｡また表紙も､従来は記事の写

真と目次で構成されていましたが､目次を表紙裏に移し､

年度ごとに統一したテーマの写真(2005年度は豊田講堂の

四季､ 2006年度は学内の建築物､ 2007年度はサークル活動)

を全面に掲載しています｡

バックナンバーは､ 2001年度以降のものを名大ホーム

ページから閲覧することができます｡それ以前の号は大学

文書資料室に保有されており､どなたでも閲覧が可能です｡

崇鴛垂

1創刊号(1993年2月)o当初はB5版で､第20号(1995

年1月)から現在のA4版となった｡

2　学術憲章制定を特集した第78号別冊(2000年3月)｡

3　野倭教授のノーベル化学賞受賞を報じる特別号

(2001年10月)｡

4　旧スタイル最後の第142号(2005年3月)｡

5　新スタイル最初の第143号(2005年4月).

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nua_o軌:e@cc nagoya-u acJp)へご連絡くださいo

(名大トピックス　No176　2008年1月15日発行)



名大史ブックレット　ーテーマ別の名大史-

大学文書資料室は､ 2000(平成12)年から『名大史ブック

レット』シリーズ(以下､ブックレット)を編集発行して

います｡ブックレットは､ A5判サイズの各巻カラー表紙

で､本文･図版をあわせて60ページ前後の仕上がりとなっ

ています｡

このブックレット刊行のきっかけは､本連載第68回

(No175)で紹介した自校史教育にあります｡ 2000年度当

時､本資料室は大学史(自校史)教育のカリキュラム開発

に取り組んでおり､その一環として自校史教育の教材につ

いても検討を行っていましたoその結果､新入学生および

初任職貞を中心とした本学構成員はもとより､本学の歴史

に関心を寄せる一般市民にも気軽に読んでもらえるよう､

テーマ別構成による｢読み物｣的な名大史の入門書を作成

する方針が採用されたのでした｡

この教材開発の企画は､ 2000年度の教育研究改革･改善

L41 '1- 5.:."- B.;:..m

1 『中日新聞』 2001年6月15日付21面

(同社提供) 名大史ブックレット

プロジェクト経費(総長裁量経費)が認められ､同年度末

までに3冊のブックレットが編集発行されました｡自校史

教育の教材開発という観点から試行的に編集発行された

ブックレットは､幸いなことに学内外の方々から好評を得

ることができ､ 2001年6月､中日新聞朝刊に取り上げられ

ています(写真1)0

その後､ブックレットは毎年1-2冊のペースで刊行さ

れ､ 2008年1月現在で既刊全12巻となっていますo各巻の

テーマや表紙は下のとおりです(写真2)0

なお､ 2005年8月にはインターネット上からも閲覧･印

刷などができるように電子版ブックレットの公開サービ

スを開始しました｡この電子版ブックレットは､大学文

書資料室のホームページ(http//nuajlmunagOya-uaCJp/

booklet/)から利用することができます｡

各巻表紙

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nua-ofnce@cc nagoya-u ac Jp)へご連絡くださいo

(5,人トピックス　No177　2008年2月15日発行)



田■　　　　J
桟文彦氏と豊田講堂　-50年の時をこえて-

2008年2月2日(土)､豊田講堂改修竣工式･同竣工記念

ホームカミングデイが大盛況のうちにおこなわれ､その主

賓の中に､ 50年前に豊田講堂を設計し､今Blの改修の設計

も担当した横　文彦氏(1928年～)の姿がありましたo

積氏は､ 1952(昭和27)年に東京大学工学部を卒業後､ア

メリカへ留学してハーバード大学大学院などで学び､ワシ

ントン大学助教授となりましたoそして58年､グラハム財

団の会貝として2年間にわたる建築視察のための世界旅行

に出発しますが､豊田講堂を建設することになった竹中工

務店の竹中藤右衛門社長が横氏にその設計を依頼したので

した｡竹中社長は桟氏の母方の祖父にあたりますo

横氏が世界旅行中に設計した豊田講堂は､そのデビュー

作であると同時に､ 62年の日本建築学会箕を受賞するな

ど､日本を代表する建築家積　文彦の出世作ともなりまし

た｡今回の改修において､内部施設の充実や耐震補強がな

された一方で､その外観の意匠は維持･復元されたのも､

豊田講堂がEl本の代表的な近代建築の一つとして広く認知

されているからにはかなりません｡

その特徴は､同じ時期に横氏の設計により建てられたワ

シントン大学スタインバーグホール､千葉大学医学部記念

講堂と共通する左右非対称の空間構成､日本の建築界の殻

を打ち破り､当時の世界の潮流を穂極的に取り入れたコン

クリート打放し工法､東山キャンパスの地形を十分に生か

した造臥　など数多くありますが､ 80mx36mの大きな

屋根を細い柱で支え､広い架樽を確保した構造がとりわけ

印象的です｡

かねてより槙氏は､豊田講堂を門としての建物と位置づ

けており､今回の改修竣工式での挨拶でも､正面から見た

豊田講堂を門の略字｢円｣になぞらえたとの話を聴くこと

ができましたo豊EB講堂は､明確な正門を持たない名大の

象徴化された門であるともいえるわけです｡

iP g

l　豊EEl講堂竣=式(1960年5月9日)に列席する横氏(右端)｡

当時31歳であった｡

2　皇Ef]講堂改修竣=式であいさつする横氏0

3　柱や壁などの杉板木実型枠を使用したコンクリ-ト打放し.

表面に木製型枠の木肌がうかび､近代建築の独特なスケー

ル観と型枠職人の手の跡を感じさせる｡

4　豊田講堂遠景o摂氏によれば､ 'fy-ルの天蓋が門の略字の

点にあたるという｡

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nu且_oface@cc nagoya-u ac Jp)へご連絡ください｡

(名大トビyクス　No178　2008年3月17E]発行)



72 1品蓮臭文学碑と名大学生歌歌碑一豊田講堂改修に伴い移設-

魯迅･郭沫若らにつぐ中国近代文学の代表的な作家で

ある郁達夫(Yu Du-Fu. 1896年中国斬江省富陽県生まれ)

の文学碑が本学の東山キャンパス内に設置されていること

は､本連載第16回(No123)で紹介しました｡この文学碑

は､郁達夫が本学の前身校である旧制第八高等学校(八

高)の卒業生であったことから､同校同窓会である八高会

によって1998 (平成10)年6月に建てられたものです｡

当時､文学碑は豊田講堂の北東角にあった芝生上(現在

のホワイ工の北側広場)に設置されていましたo Lかし現在

は､ 2007年12月に竣工した豊田講堂の改修･増築工事に際

して､豊田講堂の北西角部分に移設されています(写真l)0

1960 (昭和35)年に建設された豊田講堂はこれまでに数回

の小規模な改修工事を受けていますが､今回の工事は講堂

の建設から47年を経て建築家桟　文彦氏が再び設計を担当

するはじめての大規模な改修･増築工事となりました｡

文学碑の移設場所については､ 2007年春から夏にかけて

八高会との協議が行われ､複数の候補地の中から現在の場

所が選ばれています｡晴れた日の午後､豊田講堂とならん

で陽光を浴びる移設後の文学碑は､これまで以上に存在感

が増したようにみえます(写真2)o

また､今回の改修･増築工事に伴い移設された記念碑に

は､郁達夫文学碑のほかに歌碑｢学生歌若き我等｣が

ありますo　この歌碑は､ 1962年に創回された名古屋大学応

援団の創団30周年を記念して建てられたものです｡これま

で豊田講堂前庭の南西側植栽エリアに設置されていた同歌

碑は､現在､同前庭西側にある芝生広場の一角に移設され

ています(写真3)o

本連載で解介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nua_o航ce@cc nagoya-u ae Jp)へこ連絡くださいo

(名大トビyクス　No179　2008年4月15El発行)



名古屋帝国大学の文学部設置構想

名古屋大学は､ 1939(昭和14)年に名古屋帝国大学(名帝大)

として創立され､来年で70周年をむかえますo総合大学とは

いえ､当初は医学部と理工学部(42年に理と工を分離)の

みで､文系学部が設置されたのは戦後になってからでした｡

名大に文学部が置かれたのは､ 1948(昭和23)年のことで

す｡その前年には､すでに大学名も名古屋大学(旧制)と

なっていました｡しかし､戦前の名帝大の時代から､文学

部の創設は模索されていたのです｡

初代医学部長で戦後には第二代総長となった田村春吉

は､名古屋医科大学学長として､同大学を母体に帝国大学

を創立する運動に大きな役割をはたした人物です0 49年に

総長在職のまま亡くなるまで､名帝大を真の総合大学とす

ることに情熱をかたむけました｡

その田村は､初代総長の溢揮元治とともに､戦時体制と

いう厳しい状況下にもかかわらず､文学部の設置に乗り出

しましたo　当時の新聞によれば､泣洋紙長は太平洋戦争開

戦まで間もない1941(昭和16)年7月頃､名帝大の評議会で

翌年度の文学部創設を文部省に要請することを言明したと

されます｡財源には､地元の財界から講堂と図書館建設の

ために寄付される予定であった100万円を考えていたよう

です｡しかし､この時代に文学部を新設することは至難の

技であり､構想は実現しませんでした｡

戦後､いよいよ名帝大にも文系学部を設置する気道が高

まりましたが､その財源は相変わらずの難問でした｡そこ

で田村給長は､ GHQ (連合国軍最高司令官総司令部)の

国家神道排除政策によって廃止されようとしていた神宮皇

学館大学(のちに私立皇学館大学として再興)を文学部の

母体とすることを考えましたo　これは構想だけにとどまら

ず､皇学館側にもその意向が伝えられ､学生大会は満場一

致でこれに賛意を表しました｡

しかし､結局これも実現せず､文学部は母体となる学校

のない新設学部として創立されることになったのです｡

112
1 『新愛知』 (現在の中日新聞) 1941年7月3日の記事｡

2 『毎日新聞(大阪)』 1946年2月17日の記事｡当時は､文学部と

法学部を合わせた法文学部の設置が構想されていた｡

3　文学部創立60周年記念式典(2007年11月3日)
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本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nua_ofnce@cc nagoya-u ac Jp)へご連絡ください｡

(名大トピックス　No180　2008年5月15日発行)



豊田佐吉翁肖像画

2008(平成20)年2月2日(土)､ 1960(昭和35)年の竣工以

来､およそ半世紀にわたって本学のシンボルとして親しま

れてきた豊田講堂が約1年におよぶ大規模な改修･増築

工事を受け､その竣工を記念する豊田講堂改修竣工式･

同竣工記念ホームカミングデイが開催されたことが本誌

NO 178に取り上げられています｡

例年､大学文書資料室は､ホームカミングデイにおいて

本学の歴史に関する企画展示を開催していますが､この竣

工記念ホームカミングデイでは｢豊田講堂のあゆみ｣展を

開催しましたo　この展示は､改修工事を2ケ月後に控えた

2006(平成18)年9月に開催された第2回ホームカミングデ

イで行われた企画展示を再現したものですが､今回はこれ

まで未公開であった豊田佐吉翁肖像画(写真1)を展示し

ましたo

この佐吉翁肖像画は､キャンバス裏面などの記録から､

1959(昭和34)年5月に株式会社豊田自動織機製作所(現株

式会社豊田自動織機)から本学に寄贈されたものであり､

作者のイニシャルがJHであることがわかっていますが､

寄贈された経緯などの詳細は明らかではありません｡ 1959

(昭和34)年3月下旬､トヨタ自動車工業株式会社から建設

寄付される講堂の名称を｢豊田講堂｣とすることが確定し､

それをうけて制作された肖像画が着工直後の5月に寄贈さ

れたものと思われます｡

本学に寄贈されて約60年を経た肖像画は､絵の具の状態

も良好であり､全体的なクリーニングを行った上で新調し

た額に収めて展示公開されました｡竣工記念ホームカミン

グデイ当日には､本学の全学同窓会会長である豊田幸一郎

トヨタ自動車株式会社取締役名誉会長も佐吉翁肖像画を見

学されました(写真2)0

今後､この豊田佐吉翁肖像画は豊EE講堂内のしかるべき

場所に掲げられることになっています｡

I Lil …芸三軍≡…芸蓋≡書芸喜…喜悪書急呈芸章一郎会長

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文番資料室(0521789-2046､ nuaーOface@cc nagoya-u ac Jp)へご連絡くださいo

(名大トピックス　No181 2008年6月16日発行)



ちょっと名大史　　幸

キタン会(経済学部同窓会)旧蔵資料

大学文書資料室は､約1,000点のキタン会旧蔵資料を所

蔵し､一般の公開に供しています｡

キタン会は､日本ではきわめて珍しい､社団法人格を

持った名古屋大学経済学部の同窓会です｡その歴史は古

く､経済学部の前身にあたる名古屋高等商業学校(名高商)

が設置された4年後の1924(大正13)年に､ ｢其湛会｣とし

て発足しましたoこの会名は､名高商初代校長渡辺龍聖が､

中国最古の詩集『詩経』の一節､ ｢子孫其湛､其湛日楽｣ (普

楽をかなで酒を酌んで祖先を紀り､一族が集まって楽しむ

さま)から名づけたとされていますo

其湛会は､戦後の1953 (昭和28)年に社団法人となり､

同年設立された経済学部同窓会啓友会とは別組織でした

が､ 69年に一本化して其湛啓友会となり､ 76年からはキタ

ン会となりましたo現在は1万400人の会員を有し(2005

年3月現在)､名古屋を本部に日本全国のほか海外にも支

部を持ち､キタン財団による助成事業や､戦前以来の歴史

を持つキタン新聞(月刊)の発行などの会員親睦事業をお

こなっていますo

キタン会旧蔵資料は､ 2005(平成17)年12月､キタン会事

務所が東山キャンパスの経済学部校舎内に移転する際に寄

贈を受けたものですo

この資料群には､日本有数の学部同窓会であるキタン会

や､その中の卒業年別同窓会などの活動を記した貴重な記

録(会誌､アルバムなど)をはじめ､経済学部の教員や卒

業生の回顧録や著書も多く含まれています｡中には戦前の

名高商時代の資料もありますo　キタン会の歴史はもとよ

り､経済学部を中心とする名大と社会の関係を知るうえで

も大変貴重な歴史資料となることでしょう｡

目録データは､大学文書資料室HP掲載のオンライン検索

システム(http //nuaJlmu nagOya-u aCJp/search/)から閲覧

することができます｡資料室にご来室のうえ､申請書をご

提出いただければ､どなたでも閲覧することが可能ですo

113呈

大学文苗資料室の畜庫に配架されたキタン会旧蔵資料

名古屋高等商業学校の卒業アルバム(いずれも戦前)

どれも分厚く装丁も豪華(キタン会旧蔵資料)0

3　牛タン会による｢旧制名古屋高等商業学校(現名古屋大学経済学部)創立

60周年記念大会｣における祝賀会の様子(1980年10月5日)

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nua_o抗ce@cc nagoya-u ac Jp)へご連絡ください｡

(名大トピックス　No182　2008年7月15日発行)



76 1第八高等学校創立百年を記念して一八高会-

これまで本連載でも何度か取り上げた第八高等学校

(八高)は､ 1908(明治41)年に創設された旧制高等学校で､

今年2008(平成20)年に創立100周年を迎えます｡八高は､

戦後の学制改革にともなって1949(昭和24)年に新制名古屋

大学に包括されて本学の瑞穂分校(旧教養部)となった後､

1950(昭和25)年3月末日に廃止されましたo

母校が廃止された後､八高卒業生は東京(1950年8月)､

名古屋(1954年6月)をはじめとして各地区で同窓会

(八高会)を創設し､各人高会が独自に活動を行った時期

が長く続きました｡しかし2001(平成13)年になって､各地

区の八高会を一本化して現在の八高会が設立され､その本

部･事務局が母校の地である名古屋市内に置かれています｡

この間､八高会は､ 1958(昭和33)年の八高創立50年祭など

八高創立の周年行事を定期的に開催するとともに､節目ご

刀
1　これまでに刊行された主な創立記念誌(50年､ 70年､ 80年､ 90年)

3　2　八高創立80年記念祭の様子(1988年､吹上ホール)

3 『中日新聞』 2005年2月11日付22両(同社提供)

とに記念誌等を刊行していますQ

名古屋大学では､かねてから八高関係資料の収集を行っ

ていましたが､ 2005(平成17)年2月に八高会(当時会長は

故･山田錬-名誉教授)から八高会資料の保存管理のため

の寄附を受けました｡これをうけて大学文書資料室では､

八高会機関紙バックナンバーのCD-ROM化を行うととも

に､ ｢創立百年記念｣となる今年に向けて､八商会の協力

を得ながら､同校卒業生に対して関係資料の提供を呼びか

けてきました｡その結果､ 2008(平成20)年7月現在､大学

文書資料室は､八高会を通じて過去3回にわたって約40名

の会員から約580点におよぶ資料の寄贈を受けています｡

今年10月18日､八高会は､全国各地から名古屋市内に会

員が集って｢八高創立百年記念祭｣を開催する予定です｡

.闇　　　　　2005年(平成17王E)2月1 1日(壷QZiEj)　B･仔か正一か

八塵の紫料はこれ
まで､八拓会の富が手分けし壷｡名古屋市

富や柔松木市の遍空襲校記念脂など
にも寄贈されている｡名

義丁校史に関連した賃

料収蓋める中'賢丁十一月'文章欝料墓が八璽Hの関連抄封岬を永久保存す香)とが決まった｡
このn]はまの山田康

l･名大名常軌援(八も'革帯伺長の青木幸l抑･

旧制尭八東毒丁校(旧墓の前身)
の卒業生でつくる｢八高会｣の責や資料を､名大の大学文古賀料金で永久保存する試みが池んでいる｡十白には八高台の役月らが名棄下亀区の名大暴れ､r資料の管州葺に｣と五十万円を寄付した｡文革資料塾は｢大先*39かりの品々

嘉めた八商コーナーの醐笹轟しておりへ関
係者はT型速星丁記念となる､三遠の二CO八

書目蝶に収墾蓮めたい｣嘉気込む｡

(後藤　尽三)

量毒見学｡憂長

の｢大先少のご厚意を大切に使わせていただきます｣との青葉に､山日金

卵新報名大施設で試み進む

定｡寄付された五十万円は'機関誌などのcD-
FqOM化の声帯に充て

る｡

八南雲亮生は一万十
人｡哲学轡の梅原猛さん､l責連金島の董外四さんなどそつそったる顔ぶれが並ぶ｡しかし､最年少の会員でも七十代塵んでおり､他の旧制再校同療会

も葦ぐ中､三年樫の型止青年警｢活助の]つの区切りとしたい｣としている｡

山田会長はr舎El人
ひと童料嘉っているが'生きているうちは手元に置いてお重たい蔓百年

警日糠に､租廟的に9(
料の抱供を呼びかけていmJたい｣と酷す｡

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nua_0位ce@cc nagoya-u ac Jp)へご連絡くださいo

(名大トピックス　No183　2008年8月18E]発行)



77 1名大教養教育の源流を語る八高資料

戦前の旧制高等学校は､現在の高等学校とは異なり､少

数のエリートを養成する学校でしたo時期によって制度が

変わりますが､おおむね16-17歳で入学､ 3年後に19-20

歳で卒業して大学へ進学します｡これは年齢的にも､大学

で高度な教育をうける準備という意味でも､現在の主に大

学1､ 2年生を対象とする教養教育に相当します｡

そして､戦後の学制改革で新制名古屋大学に包括され､

教養部の母体となった第八高等学校(八高)は､名大教養

教育の源流といえますo教養部は1993(平成5)年に廃止さ

れましたが､硯在は教養教育院の下､全学の教月が全学教

育科目の講義をおこなっています｡

大学文書資料室では､八高に関する多くの資料を所蔵し

ています｡資料室が独自に収集したもののほか､前号でも

ふれたように､ 3年ほど前から八高会を通じて､卒業生の

方々から約580点もの貴重な資料の寄贈をうけました｡八

高は､いわゆるナンバースクールの1つとして､旧制高校

の中でも古い歴史を持ち､高い格式と教育水準をほこって

いました｡これらのコレクションは､名大の歴史を語るだ

けではなく､日本の高等教育史を語る貴重な資料群でもあ

りますo

今年､大学文書資料室では､博物館との共催により､ホー

ムカミングデイをはさむ10月7日から11月8日にかけて､

八高の歴史をその学生生活を中心にふりかえる企画展示を

おこないます｡会場は博物館ですo

そこでは､資料室所蔵の八高資料のうち､特に貴重なも

のを厳選して展示しますo　さらに､名古屋市博物館にも八

高に関する資料が所蔵されていますが､今回はこれらを同

館から借用して展示する予定です｡

今回の企画展示により､今年の八高創立100周年を記念

すると同時に､来年の名大創立70周年記念事業を盛り上げ

る一助とできればと思いますo

1第1回卒業生(工科2組-第2部甲2組)記念写真

(191 1年､大学文言資料室所蔵)

2　戦時期の∧高関係資料(1940-42年､大学文書貸料室所蔵)

3　理科6緒のクラス日誌(1943-44年､大学文書資料室所蔵)

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ rlua_0mce@cc nagoya-U.ac Jp)へご連絡くださいo

(名大トピックス　No184　2008年9月16日発行)



ちょっと名簿史　　　　　　整

ホームカミングデイ　ー卒業生･地域住民との交流を求めて-

近年､日本の大学では､海外の大学を参考にホームカミ

ングデイを開催する事例が増えています｡国内における

ホームカミングデイの理念や開催形態は各大学によって異

なりますが､多くの場合は卒業生を主な対象に､同窓生間

の旧交を温めたり､母校の近況を知ってもらったりする機

会を提供する行事として行われており､すでに40回以上の

歴史をもつ私立大学もあります｡

本学では､ 2008(平成20)年10月18日に､第4回名古屋大

学ホームカミングデイが開催されますo今回のホームカミ

ングデイでは､地域と大学で考える｢人と地球環境｣をメ

インテーマとして､卒業･修了生,元教職員､学生の家族

をはじめ､地域住民が本学東山キャンパスに集って参加者

間の交流が深まるものと思われますo

本学のホームカミングデイは､第1回が2005 (平成17)

年10月23日に､第2回が2006(平成18)年9月30日に､第3

回が2008(平成20)年2月2日に､それぞれ本学の全学同窓

塞
表紙写真で第1回ホームカミングデイを報じる本誌No 150

第2E]ホームカミンクデイ｢交流サロン｣あいさつする平野総長

(本誌No 162)

同｢交流サロン｣の様子(同上)

会との共催により開催されています｡約2,000名の参加を

得た第1回ホームカミングデイでは､試行的に本部行事お

よび部局行事の二本立てで各種の催しが行われましたが､

この基本的なスタイルは現在に引き継がれています｡第2

回では､メインテーマ｢宇宙から地球へ｣が設定され､こ

のテーマに即した講演会などの全学企画や各部局独自の

様々な企画が行われ､約4,000名の参加者が思い思いに楽

しむ姿がみられました｡第3回は過去2回とは異なり､豊

田講堂改修･増築工事の竣工式に合わせて2月に開催され

ました｡このときは厳冬期にもかかわらず約2,500名の参

加がありました0

本学のホームカミングデイは､過去3回の実績によって

本学の定例行事として定着しつつあります｡今後も本学

ホームカミングデイは､大学の構成員･卒業生やその家

族､地域住民が各々の立場で参画するスタイルを確立しな

がら､その歩みを重ねていくことでしょう｡

4　豊田講堂改修竣工記念ホームカミングデイ式典の様子(本誌No 178)

本連載で解介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nuaJ3fBce@cc nagoya-u ac Jp)へご連絡ください｡

(名大トピックス　No185　2008年10月17日発行)



79 1昭和30年代の名古屋大学　-ノーベル賞受賞者を生んだ時代-

先月､名大卒業生の小林誠博士と益川敏英博士(名大特

別招へい教授)､名大で学位を取得し､教員としても在籍

した下村情博士がノーベル賞に輝きました｡

小林博士は､昭和38年に理学部に入学し､ 47年に博士(級

那)課程を修了しましたo益川博士は､ 33年に同学部に入

学し､ 45年まで同学部の助手を務めました｡下村博士は､

30年から2年半､理学部の研究室で研究し､ 35年に理学部

で博士号を得た後､ 38年から40年にかけて理学部助教授と

なりました｡ 3人とも昭和30年代から40年代前半にかけて

名大で学び､研究をしていたことが共通していますo

この時代の名大は､施設面でいえば､現在の東山キャン

パスの原形ができた時期でしたo工学部(高蔵地区､昭和

31年)､経済学部･法学部(34年)､文学部･教育学部･本

部(38年)教養部(39年)､農学部(41年)というように､

学部や本部が東山に集まってきました｡すでに東山にあっ

た理学部でもA館の増築やB～E館の新築が､工学部で

は1､ 2号館の増築や3-6号館の新築がおこなわれまし

たo畳EEl講堂(35年)､附属図書館(39年､現在の博物館､

年代測定総合研究センター)が建設寄付されたのもこの時

期ですし､学生会館(36年)､喫鳴寮(36年､現在の国際

喫鳴舘)､職員会館(38年)も建てられました｡運動場な

どの｢山の上｣地区が整備されたのも36年のことですo

こうして東山キャンパスは､ ｢タコ足大学｣から脱却す

ると同時に､木造中心から鉄筋コンクリート建築の並び立

つ景観へと劇的な変化を遂げ､重要な施設も整備されて､

日本の基幹総合大学にふさわしい威容を整えたのでした｡

またこの時期は､伊勢湾台風(昭和34年)で大きな被害

が出たり､ 2つの安保闘争をはさんだ大学紛争の時代でも

ありました0　3人は､こうしたあわただしくも活気に満ち

た雰囲気の中で､ノーベル賞を受賞する研究の基礎をきず

いたのです｡

+
1昭和29年当時の東山キャンパス｡当時の東山には工学部と理学

部しかなく､鉄筋建築も工学部1号薦南側建物と､理学部A鶴

の一郎のみであった｡また､現在の文系地区はまだキャンパス

に入っていなかったo左矧こ見えるのは鏡ケ池0

2　昭和38年当院文系学部や教養部の移転が進み､教育学部が建

設中であった｡小林博士､益川博士､下村博士が3人とも名大

に在籍していた年である｡

3　昭和45年当時｡ 41年に農学部の移転も完了､クリーンベルトも

整備されて､現在の東山キャンパスの原形が完成しているo

※名大平和憲章にもうたわれている､名大の学風｢自由関連｣という言葉が使われはじめた経緯などについて､少しでも何かご存じの方がおられましたら､

大学文書資料室(052-789-2046､ nun_oRice@cc nagoya-u.acJp)までご一報ください｡

(名大トピックス　No186　2008年11月17日発行)
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名古屋大学創立50周年記念行事

名古屋大学創立50周年記念行事は､わが国最後の帝国大

学として1939(昭和14)年に創設された名古屋帝国大学を起

点に大学の歴史を数え､ 1989(平成元)年に初めて全学規模

での周年記念行事として開催されました｡

同記念行事の内容は､ 1987(昭和62)年に設置された名古

屋大学創立50周年記念行事委貞会によって検討され､記念

式典､記念祝賀会､記念学術講演会､記念部局行事の4企

画とされました｡

記念式典および記念祝賀会は､ 1989(平成元)年11月9

日､午前11時から3時間にわたって豊Bj講堂及び同講堂

前庭で開催され､学内外から関係者1,500名の参加があり

ましたo　同式典では､石橋-弥文部大臣､有馬朗人国立

大学協会長､鈴木礼治愛知県知事､西尾武喜名古屋市長､

武田弘太郎記念事業後援会長から祝辞がありました｡

記念学術講演会は､翌10日から2日間のEl程で豊田講堂

名古屋大学創立五十周年記念行事

においで開催され､日本文学研究者のドナルド･Lヰ-ン･

コロンビア大学名誉教授をはじめ国内外の講師8名が招か

れました｡また､記念部局行事は､同年11月7-12日と翌

12月2日に開催され､記念シンポジウム･記念講演会　公

開セミナーや展示会､実験公開･研究室公開･施設公開等､

各部局がそれぞれの特徴を生かした企画を行いました｡

名古屋大学ホームページでも案内されているように､来

年2009(平成21)年､本学は創立70周年(創基138周年)を

迎え､ 10月17日に関係者による記念式典や祝賀会が開催さ

れるほか､恒例となった本学ホームカミングデイや記念コ

ンサートなどの各行事が開催される予定ですo　なお､ ｢創

基138周年｣という表現は､本学で最も長い歴史をもつ医

学部の起源である仮病院･仮医学校が設置された1871(明

治4)年から数えたものですo
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1　創立50周年記念行事パンフレット表紙(B5サイズ､大学文書資料重蔵)

2　同パンフレットの｢記念学術講演会｣プログラム

3　創立50周年記念式典で配布された写真集『名古屋大学の歩み』

(B5サイズ､大学文書資料重蔵)

4　創立50周年記念式典の様子

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(052-789-2046､ nua_ofRce@cc nagoya-u ac Jp)へご連絡ください｡

(名大トピックス　No187　2008年12月15日発行)



ちょっと名讐車
■-

坂田記念史料室　一世界の物理学史を語る-

このたび､益川敏英博士(名大特別招へい教授)と

小林　誠博士(名大特別招へい教授)がノーベル賞を受賞

したことで､ 2人の師である坂田昌一博士(1911-1970､

名大名誉教授)への関心が高まっています｡

もっとも坂田博士は､もう少し生きていればノーベル賞

受賞の可能性が高かったとも言われる､現在の素粒子物理

学の基礎をきずいた世界的に著名な物理学者です｡ 『広辞

苑』にも｢坂田｣の項目にその名前が取り上げられている

ほどですo

益川博士は昭和33(1958)年､小林博士は38年に名大理学

部に入学し､坂田博士が在職のまま亡くなる45年まで､坂

田研究室で学問的基礎をかたちづくったことを考えると､

坂田博士が2人に与えた影響はきわめて大きなものがあり

ましたo益川博士は､受賞時のインタビューに対し､われ

われが受賞できて多少なりとも｢坂田物理｣を世界に顕示

できた､と語っています｡

坂EB博士が教員として28年在籍した名大理学部物理学科

(物理学教室)には､博士の膨大な個人資料が保存されて

います｡博士の死後､物理学教室は博士の諸活動に関する

資料を収集･保存することを決め､昭和48年には博士の教

授室を坂田資料室として､そこに残された資料とともに保

存し､ 61年に坂田記念史料室と改称しましたo

この坂田史料は､博士の原稿や手記､ノート､メモ､書

簡類､蔵書､さらにEl本学術会議原子核特別委員会といっ

た博士が関わった機関の資料などからなっています｡名大

史にとどまらない､日本､世界の物理学史を語るきわめて

貴重な資料群です｡すでに『坂田記念史料室資料目録』が

ありますが､理学研究科では資料のフイルム化､デジタル

化､目録の整備などを進めています｡

現在､名大博物館で開催中の｢2008年ノーベル物理学

賞･化学賞受賞記念特別展｣ (3月28日まで)においでも､

坂田博士についての展示が行われています｡

i賀-

l　昭和34 (1959)年の理学部-帯｡ A館の増築=事が進んでいるが､当時の坂Ef]研究室は

木造の2号館(○印)にあった.豊田講堂の基礎=事の様子も見られるが､この直後の

伊勢湾台風によって工事が遅れることになった｡

2　昭和45年の理学部一帯｡この頃には坂田研究室もB館に移っていたが､この年に坂田教

授は亡くなった.益川博士が京大へ移ったのもこの年のことである｡

3　坂田記念史料圭｡ B館の坂EE]教授室をできるだけ当時のままに残し､そこに坂田史料が

保存されていたが､現在は耐震=事の関係でA館に移されている(写真は移転前)oま

た同室には､早川幸男､有山菜孝などの諸教授の資料も保存されている｡閲覧を希望す

る方は､事前に物理学教室(052-789-2876)へご連絡ください0

4　坂田記念史料重にある坂田昌一億｡昭和56年に坂田博士夫人の信子氏より理学部素粒子

論研究室に寄贈されたo製作者は彫刻家の清水多嘉示｡

※名大平和態章にもうたわれている､名大の学風｢自由関連｣という青菜が使われはじめた経緯などについて､少しでも何かご存じの方がおられましたら､

大学文書資料室(0521789-2046､ nua_ofRce@cc nagoya-uacJp)までご一報くださいo

(名大トピックス　No188　2009年1月15日発行)



名古屋大学平和憲章
- ｢平和の創造に貢献する大学づくり｣に向けて-

名古屋大学平和憲章(全文約2,200文字｡以下､平和憲章)

は､今から22年前の1987(昭和62)年2月に制定されまし

たo　その制定に際して､同年2月5日には本学構成貞1.200

名が集まり,豊田講堂において｢名古屋大学平和憲章制定

宣言大集会｣が開催されています｡

当時､この平和憲章に対する社会の関心は高く､制定前

年の1986(昭和61)年10月19日､中日新聞が｢名大が『平和

憲章』制定へ｣という見出しの一面トップ記事で取り上げ､

また､制定宣言大集会の当日､朝日新聞が一面トップ記事

でその開催を報じるとともに､同月7日の｢天声人語｣欄

でも平和意章を取り上げていますo

この平和憲章の制定は､ 1983(昭和58)年5月､教養部学

生自治会が学生大会で提案しようとした特別決諌｢名大平

和憲章草案｣がきっかけとなりました｡それは､この時期

多くの地方自治体が行っていた｢非核都市宣言｣にヒン

トを得たものでした｡その後､ 1984(昭和59)年4月には

印 ��E �� 巴�享.,tI 

｢戦争目的の学問研究しない｣ 

きよう宣言集会芸霊等 

飯島宗一学長を講師として豊田講堂で全学平和講演会を開

催するなどの継続的な取り組みがなされ､翌年12月には平

和憲章制定実行委員会が組織されました｡また､ 1986(昭

和61)年6月に開催された第27回名大祭の全学シンポジウ

ムにおいて平和憲章起草委貞会(顧問･飯島学長､委員長･

小川修三理学部長)が発足し､同年11月に平和憲章の成文

が確定されていますD

成文の確定後､ただちに批准署名運動が開始され､冒頭

に述べた制定宣言大集会をはさんで3月25日までに集め

られた署名総数は8,523名分(批准率58%)に達しました｡

その際､本学の全構成貞約15,000名に配布された単記名方

式の署名用紙には､ ｢名古屋大学平和憲章を学問研究およ

び教育をはじめとするあらゆる営みの生きてはたらく規範

として確認し､私の名を記します｣との文言が印刷されて

いましたo

刀 2 … …喜喜…蓋喜誓書書聖喜喜喜蓋喜……≡喜誓うミ朝言霊孟芸三三去社版,

本連載で紹介できる名古屋大学の歴史に関する情報をお持ちでしたら､大学文書資料室(0521789-2046､ nua_oface@cc nagoya-u ac Jp)へご連絡くださいo

名古屋大学基金-のご寄附をお願い申し上げますoこの基金は､平成18年3月に創設され､学生育英事業､教育･研究環境整備

事業､国際交流事業などの充実のために活用されます｡こ寄附のお申し込み､お問い合わせは秘書課(基金事務局)あて(電話

052-789-4993, 5759､ Eメールklkln@postJlmu nagOya-u aC Jp)にお願いいたしますo

(名大トピックス　No189　2009年2月16日発行)



名古屋大学の｢創基｣ 138周年

名古屋大学は､ 1939(昭和14)年に名古屋帝国大学として

創立され､今年で70周年をむかえます｡ 10月17日に関係者

による記念式典が､ 24E】には市民にも開かれたホームカミ

ングデイが行われる予定です｡

ところで今回､創立70周年とともに､ ｢創基138周年｣と

いう言葉が添えられるようになったことが目を引きますo

これは､創立70周年記念行事委員会で検討され､学内で正

式に承認されたものです｡

この｢創基｣という言葉は､大学なら大学と名乗る以前

の前身学校の歴史を包括する概念として､すでに使ってい

る学校もありますo北海道大学なら1876年の札幌農学校か

ら創基133年､筑波大学なら1872年の師範学校から創基137

年といったぐあいです｡

名大は,医学部の前身をたどっていくと, 1871(明治4)

年の名古屋県仮病院･仮医学校にまでさかのぼることがで

きます｡そこから創基138年というわけですo　そのほかに

も､下の図のように､旧教養部の前身として第八高等学校

が､経済学部の前身として名古屋高等商業学校が､名帝大

創立前からありましたo

もっとも名大では､これまでもこうした創立以前の歴史

を大事にしてきましたo　それは､ 『名古屋大学五十年史』

通史- (1995年刊)の全ページの実に約半分が､名帝大創

立以前の｢前史｣に割かれていることでも分かります｡こ

の｢創基｣は､こうした考え方をより明確にする言葉とも

いえるでしょう｡

現在､記念式典での配布を期して､創立70周年記念図録

の編さんが大学文書資料室を中心に進められています｡ま

た博物館では､名大史の常設展コーナーを記念式典の日に

オープンする予定で､大学文書資料室もこれに参画してい

ますo

ついては､名大の歴史にまつわる資料や写実､物品等を

お持ちの方がおられましたら､まずはぜひ大学文書資料室

(052-789-2046､ nua_ofBce@ccnagoya-u acJp)までご一報

くださいo
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名古屋大学基金へのご寄附をお願い申し上げますoこの基金は､平成18年3月に創設され､学生育英事業､教育･研究環境整備

事業､国際交流事業などの充実のために活用されますoご寄附のお申し込み､お問い合わせは秘書課(基金事務局)あて(電話

052-789-4993, 5759､ Eメールklkln@postJlmunagOya-uaCjP)にお願いいたしますo

(名大トピックス　No190　2009年3月16El発行)



名古屋大学の広報誌『名大トピックス』は､名古屋大学の公式ウェブサイト(http//wwwnagoya-uac｣p/toplCS/)

でもご覧いただけます｡また､ 『名大トピックス』の入手をご希望の場合は､名古屋大学広報室(052-789-2016)

までご連絡ください｡
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